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第３章 同和問題（部落差別）に関する意識の現状と今後の展望

３－１．同和問題（部落差別）を知ったきっかけ 
 
問７ あなたが、同和問題（部落差別）について、部落差別をしたり、部落差別の意識を助長す

るような言葉や意識を、はじめて知ったのはどういうことがきっかけでしたか。（○は１

つ） 

 
【表３－１－１ 同和問題（部落差別）を知ったきっかけ】 

 
【図３－１ 同和問題（部落差別）を知ったきっかけ】 

  
 

同和問題（部落差別）をはじめて知ったきっかけについて尋ねたところ、「1. 家族や親せきの話
で知った」と答えた人の割合が 18.0%と最も高く、次いで「5.テレビ・映画・新聞・雑誌・書籍な
どで知った」が 12.5%、「8.その他」が 12.1%となっている。なお、その他の内容は、「学校の授業」
が最も多く、次いで「学校のイベント」「友人から知った」「同和地区が近所にあった」などがあげ
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合
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131 46 57 32 91 8 11 88 59 32 28 143 726

18.0 6.3 7.9 4.4 12.5 1.1 1.5 12.1 8.1 4.4 3.9 19.7 100.0
市全体

1 家族や親せきの話で知った・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 地域の人の話で知った・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3 学校の同級生などの話で知った・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

4 職場の人の話で知った・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

5 テレビ・映画・新聞・雑誌・書籍などで知った・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

6 インターネット上の情報などで知った・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

7 自分の身近で部落差別があった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

8 その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

9 覚えていない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

10

11同和問題（部落差別）について、知らない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

不明・無回答・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

部落差別をしたり、部落差別の意識を助長するような
言葉や考えを見聞きしたことはない・・・・・・・・・・・・・・
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られた。 
 
性別でみると、男性では「1. 家族や親せきの話で知った」が 17.1％と最も高く、次いで「5.テレ

ビ・映画・新聞・雑誌・書籍などで知った」が 12.7%、「3. 学校の同級生などの話で知った」が 9.2%
となっている。 
女性では「1. 家族や親せきの話で知った」が 17.7％と最も高く、次いで「8.その他」が 14.6%「5.

テレビ・映画・新聞・雑誌・書籍などで知った」が 12.9%、となっている。 
 
年齢別でみると、答えた人の割合が最も高いのは、10歳代、20歳代、30歳代、50歳代、60歳

代では「1. 家族や親せきの話で知った」であり、数値は各々16.7%、17.2%、17.1%、16.4%、21.6%
となっており、40歳代では「8.その他」で 22.9%、70歳代以上では「5.テレビ・映画・新聞・雑誌・
書籍などで知った」で 20.0%となっている。なお同率で高いのは、10歳代では「3.学校の同級生な
どの話で知った」「5.テレビ・映画・新聞・雑誌・書籍などで知った」「8.その他」「10.部落差別をし
たり、部落差別の意識を助長するような言葉や考えを見聞きしたことはない」「11. 同和問題（部落
差別）について、知らない」、20歳代では「覚ええていない」、30歳代では「8.その他」となってい
る。【表３－１－２】 

 
【表３－１－２ 性別・年齢別 同和問題（部落差別）を知ったきっかけ】 
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計

131 46 57 32 91 8 11 88 59 32 28 143 726

18.0 6.3 7.9 4.4 12.5 1.1 1.5 12.1 8.1 4.4 3.9 19.7 100.0

50 17 27 11 37 5 6 26 19 12 8 74 292

17.1 5.8 9.2 3.8 12.7 1.7 2.1 8.9 6.5 4.1 2.7 25.3 100.0

70 26 29 18 51 2 5 58 36 18 17 66 396

17.7 6.6 7.3 4.5 12.9 0.5 1.3 14.6 9.1 4.5 4.3 16.7 100.0

3 1 1 2 0 0 0 2 2 1 1 1 14

21.4 7.1 7.1 14.3 0.0 0.0 0.0 14.3 14.3 7.1 7.1 7.1 100.0

8 2 0 1 3 1 0 2 2 1 2 2 24

33.3 8.3 0.0 4.2 12.5 4.2 0.0 8.3 8.3 4.2 8.3 8.3 100.0

1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 6

16.7 0.0 16.7 0.0 16.7 0.0 0.0 16.7 0.0 16.7 16.7 0.0 100.0

10 1 4 4 7 2 0 5 10 3 8 4 58

17.2 1.7 6.9 6.9 12.1 3.4 0.0 8.6 17.2 5.2 13.8 6.9 100.0

19 2 11 5 10 4 1 19 10 4 7 19 111

17.1 1.8 9.9 4.5 9.0 3.6 0.9 17.1 9.0 3.6 6.3 17.1 100.0

19 4 13 3 10 1 1 27 13 4 3 20 118

16.1 3.4 11.0 2.5 8.5 0.8 0.8 22.9 11.0 3.4 2.5 16.9 100.0

20 10 14 6 13 0 3 17 10 3 1 25 122

16.4 8.2 11.5 4.9 10.7 0.0 2.5 13.9 8.2 2.5 0.8 20.5 100.0

25 5 7 9 13 0 3 12 5 7 2 28 116

21.6 4.3 6.0 7.8 11.2 0.0 2.6 10.3 4.3 6.0 1.7 24.1 100.0

30 22 7 5 35 0 3 5 10 9 5 44 175

17.1 12.6 4.0 2.9 20.0 0.0 1.7 2.9 5.7 5.1 2.9 25.1 100.0

7 2 0 0 2 1 0 2 1 1 1 3 20

35.0 10.0 0.0 0.0 10.0 5.0 0.0 10.0 5.0 5.0 5.0 15.0 100.0

市全体

性
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男性

女性

その他、回答したくない
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70歳以上

不明・無回答
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職業別でみると、答えた人の割合が最も高いのは、「自営業」「非正規雇用」「家事専業、学生、

無職」では「1. 家族や親せきの話で知った」であり、数値は各々15.7%、18.2%、18.5%となって
おり、「民間正規雇用」では「8.その他」で 21.4%、「公務員、教員」では「5.テレビ・映画・新
聞・雑誌・書籍などで知った」で 20.0%となっている。【表３－１－３】 

 
【表３－１－３ 職業別 同和問題（部落差別）を知ったきっかけ】 
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131 46 57 32 91 8 11 88 59 32 28 143 726

18.0 6.3 7.9 4.4 12.5 1.1 1.5 12.1 8.1 4.4 3.9 19.7 100.0

16 7 9 5 13 1 6 12 5 3 2 23 102

15.7 6.9 8.8 4.9 12.7 1.0 5.9 11.8 4.9 2.9 2.0 22.5 100.0

35 4 19 8 15 2 0 40 8 9 7 40 187

18.7 2.1 10.2 4.3 8.0 1.1 0.0 21.4 4.3 4.8 3.7 21.4 100.0

2 0 3 0 4 0 1 1 3 1 0 5 20

10.0 0.0 15.0 0.0 20.0 0.0 5.0 5.0 15.0 5.0 0.0 25.0 100.0

27 7 9 11 16 1 3 16 16 7 9 26 148

18.2 4.7 6.1 7.4 10.8 0.7 2.0 10.8 10.8 4.7 6.1 17.6 100.0

46 27 16 7 41 3 1 15 26 11 9 46 248

18.5 10.9 6.5 2.8 16.5 1.2 0.4 6.0 10.5 4.4 3.6 18.5 100.0

5 1 1 1 2 1 0 4 1 1 1 3 21

23.8 4.8 4.8 4.8 9.5 4.8 0.0 19.0 4.8 4.8 4.8 14.3 100.0

市全体

職
業
別
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公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職
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学歴別でみると、答えた人の割合が最も高いのは、「中学卒」では「2.地域の人の話で知った」で 18.3%、
「高校卒」「短大卒」では「1. 家族や親せきの話で知った」であり、各々19.6%、22.7%と、「大学卒」
では「8.その他」で 17.8％となっている。【表３－１－４】 

 
【表３－１－４ 学歴別 同和問題（部落差別）を知ったきっかけ】 
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131 46 57 32 91 8 11 88 59 32 28 143 726

18.0 6.3 7.9 4.4 12.5 1.1 1.5 12.1 8.1 4.4 3.9 19.7 100.0

7 13 0 2 10 0 2 2 6 6 7 16 71

9.9 18.3 0.0 2.8 14.1 0.0 2.8 2.8 8.5 8.5 9.9 22.5 100.0

51 18 17 16 34 0 4 22 23 14 9 52 260

19.6 6.9 6.5 6.2 13.1 0.0 1.5 8.5 8.8 5.4 3.5 20.0 100.0

39 8 16 6 20 1 3 24 13 5 5 32 172

22.7 4.7 9.3 3.5 11.6 0.6 1.7 14.0 7.6 2.9 2.9 18.6 100.0

26 6 22 7 23 6 2 34 16 5 6 38 191

13.6 3.1 11.5 3.7 12.0 3.1 1.0 17.8 8.4 2.6 3.1 19.9 100.0

3 0 1 0 2 0 0 3 0 1 0 1 11

27.3 0.0 9.1 0.0 18.2 0.0 0.0 27.3 0.0 9.1 0.0 9.1 100.0

5 1 1 1 2 1 0 3 1 1 1 4 21

23.8 4.8 4.8 4.8 9.5 4.8 0.0 14.3 4.8 4.8 4.8 19.0 100.0

市全体

学
歴
別

1.中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

2.高等学校、中学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制中等学校

3.短期大学・高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校

4.大学、大学院

5.その他

不明・無回答
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３－２． 同和問題（部落差別）に関する学習経験 

 
問８ あなたは、同和問題（部落差別）について、学習した（または啓発などを受けた）ことが

ありますか。また、それらの機会を通じて、同和問題（部落差別）についてどの程度、理解

が深まりましたか。次の（１）～（12）の項目についてそれぞれお答えください。（それぞ

れ１つに○）                                                                 

【 問７にて「同和問題（部落差別）について、知らない」と回答された方以外が対象 】 

 
【表３－２－１ 同和問題（部落差別）に関する学習経験】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（上段：人、下段：%）
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し
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い

不
明
・

無
回
答

合
計

149 66 221 181 81 698

21.3 9.5 31.7 25.9 11.6 100.0

115 50 251 198 84 698

16.5 7.2 36.0 28.4 12.0 100.0

64 35 210 296 93 698

9.2 5.0 30.1 42.4 13.3 100.0

34 19 114 417 114 698

4.9 2.7 16.3 59.7 16.3 100.0

26 18 85 472 97 698

3.7 2.6 12.2 67.6 13.9 100.0

74 16 83 434 91 698

10.6 2.3 11.9 62.2 13.0 100.0

40 16 79 467 96 698

5.7 2.3 11.3 66.9 13.8 100.0

138 36 93 334 97 698

19.8 5.2 13.3 47.9 13.9 100.0

53 48 104 388 105 698

7.6 6.9 14.9 55.6 15.0 100.0

212 70 113 207 96 698

30.4 10.0 16.2 29.7 13.8 100.0

43 16 72 465 102 698

6.2 2.3 10.3 66.6 14.6 100.0

24 8 52 223 391 698

3.4 1.1 7.4 31.9 56.0 100.0

(10)テレビ番組や映画などを観た

(11)
同和地区内の人との交流などを通じて、同和問題（部落差別）につい
て学んだ

(12)その他

(8) 書籍などを読んだ

(9) 行政が作成した資料・広報・ＳＮＳ・ホームページなどを見た

(4) 大学・専門学校等での授業・講義

(5) 行政主催の講座・講演会・研修会

(6) 職場の研修

(1) 小学校での授業

(2) 中学校での授業

(3) 高等学校での授業

(7) 企業や民間団体（PTAを含む）主催の講座・講演会・研修会
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【図３－２ 同和問題（部落差別）に関する学習経験】 

 
 
 
 

 
同和問題（同和問題）に関する学習経験について尋ねたところ、「学習したことがある」と答えた

人（注：「おぼえていない」、「学習したことはない」を除き、「理解が深まった」と「理解が深まら

なかった」の合計、つまり明確な学習の記憶がある人）の割合が最も高いのは、『(10)テレビ番組や
映画などを観た』で 40.4%、次いで『(1)小学校での授業』が 30.8%、『(8) 書籍などを読んだ』が
24.9%、となっている。 
一方で、「理解が深まった」と答えた人の割合は、『(10)テレビ番組や映画などを観た』で 30.4%、

次いで『(1)小学校での授業』が 21.3%、『(8) 書籍などを読んだ』が 19.8%となっている。 
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14.9 

16.2 

10.3 

7.4 

25.9 

28.4 

42.4 

59.7 

67.6 

62.2 

66.9 

47.9 

55.6 

29.7 

66.6 

31.9 

11.6 

12.0 

13.3 

16.3 

13.9 

13.0 

13.8 

13.9 

15.0 

13.8 

14.6 

56.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理解が深まった 理解が深まらなかった おぼえていない 学習したことはない 不明・無回答

同和地区内の人との交流などを通じて、
同和問題（部落差別）について学んだ 
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性別でみると、「学習したことがある」と答えた人の割合は、男性では『(10)テレビ番組や映画
などを観た』が 42.6%と最も高く、次いで『(1)小学校での授業』が 29.2%、『(2)中学校での授
業』『(8) 書籍などを読んだ』がともに 25.4%となっている。 
女性では『(10)テレビ番組や映画などを観た』が 42.6%と最も高く、次いで『(1)小学校での授業』

が 32.5%、『(8) 書籍などを読んだ』が 24.3%となっている。 
一方で、「理解が深まった」と答えた人の割合は、男性では『(10)テレビ番組や映画などを観た』

で 29.9%、次いで『(1)小学校での授業』が 19.7%、『(8)書籍などを読んだ』が 19.0%となっている。 
女性では『(10)テレビ番組や映画などを観た』で 31.9%、次いで『(1)小学校での授業』が 23.0%、

『(8)書籍などを読んだ』が 20.1%、となっている。 
 
年齢別でみると、「学習したことがある」と答えた人の合計の割合が最も高いのは、10歳代では

「(4)大学・専門学校等での授業・講義」で 40.0%、20歳代 60歳代、70歳以上では『(10)テレビ番
組や映画などを観た』であり、数値は各々36.0%、50.0%、35.3%、40歳代、50歳代では『(1)小学
校での授業』であり、数値は各々55.7%、44.6%、30歳代では『(1)小学校での授業』と『(10)テレ
ビ番組や映画などを観た』が同率で 39.4%となっている。 
一方で、「理解が深まった」と答えた人の割合が最も高いのは、10歳代では「(4)大学・専門学校

等での授業・講義」で 40.0%、20歳代以上では『(10)テレビ番組や映画などを観た』であり、数値
は 20 歳代 30.0%、30 歳代 27.9%、40 歳代 36.5%、50 歳代 32.2%、60 歳代 40.4%、70 歳以上
21.2%となっている。なお、40歳代、50歳代では『(1)小学校での授業』が同率となっている。 
【表３－２－２】 

 
 

【表３－２－２ 性別・年齢別 人権問題に関する学習経験】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 小学校での授業 (2) 中学校での授業 
 

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

149 66 221 181 81 698 115 50 251 198 84 698

21.3 9.5 31.7 25.9 11.6 100.0 16.5 7.2 36.0 28.4 12.0 100.0

56 27 90 77 34 284 51 21 98 79 35 284

19.7 9.5 31.7 27.1 12.0 100.0 18.0 7.4 34.5 27.8 12.3 100.0

87 36 117 97 42 379 59 26 139 111 44 379

23.0 9.5 30.9 25.6 11.1 100.0 15.6 6.9 36.7 29.3 11.6 100.0

5 1 5 1 1 13 4 1 6 1 1 13

38.5 7.7 38.5 7.7 7.7 100.0 30.8 7.7 46.2 7.7 7.7 100.0

1 2 9 6 4 22 1 2 8 7 4 22

4.5 9.1 40.9 27.3 18.2 100.0 4.5 9.1 36.4 31.8 18.2 100.0

0 0 4 1 0 5 1 0 3 1 0 5

0.0 0.0 80.0 20.0 0.0 100.0 20.0 0.0 60.0 20.0 0.0 100.0

12 5 21 7 5 50 11 4 20 10 5 50

24.0 10.0 42.0 14.0 10.0 100.0 22.0 8.0 40.0 20.0 10.0 100.0

28 13 42 14 7 104 21 8 43 24 8 104

26.9 12.5 40.4 13.5 6.7 100.0 20.2 7.7 41.3 23.1 7.7 100.0

42 22 32 8 11 115 34 14 39 17 11 115

36.5 19.1 27.8 7.0 9.6 100.0 29.6 12.2 33.9 14.8 9.6 100.0

39 15 34 26 7 121 18 10 56 28 9 121

32.2 12.4 28.1 21.5 5.8 100.0 14.9 8.3 46.3 23.1 7.4 100.0

24 6 41 34 9 114 23 8 42 33 8 114

21.1 5.3 36.0 29.8 7.9 100.0 20.2 7.0 36.8 28.9 7.0 100.0

3 4 40 85 38 170 6 6 41 78 39 170

1.8 2.4 23.5 50.0 22.4 100.0 3.5 3.5 24.1 45.9 22.9 100.0

1 1 7 6 4 19 1 0 7 7 4 19

5.3 5.3 36.8 31.6 21.1 100.0 5.3 0.0 36.8 36.8 21.1 100.0

市全体

性
別

男性

女性

その他、回答したくない

不明・無回答

年
齢
別

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答
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(3) 高等学校での授業 (4) 大学・専門学校等での授業・講義 

(5) 行政主催の講座・講演会・研修会 (6) 職場の研修 

(7) 企業や民間団体（PTAを含む）主催の講座・講演会・研修会 (8) 書籍などを読んだ 

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

64 35 210 296 93 698 34 19 114 417 114 698

9.2 5.0 30.1 42.4 13.3 100.0 4.9 2.7 16.3 59.7 16.3 100.0

31 18 77 119 39 284 12 11 44 168 49 284

10.9 6.3 27.1 41.9 13.7 100.0 4.2 3.9 15.5 59.2 17.3 100.0

31 14 119 166 49 379 21 8 63 230 57 379

8.2 3.7 31.4 43.8 12.9 100.0 5.5 2.1 16.6 60.7 15.0 100.0

1 1 6 4 1 13 0 0 3 9 1 13

7.7 7.7 46.2 30.8 7.7 100.0 0.0 0.0 23.1 69.2 7.7 100.0

1 2 8 7 4 22 1 0 4 10 7 22

4.5 9.1 36.4 31.8 18.2 100.0 4.5 0.0 18.2 45.5 31.8 100.0

1 0 3 1 0 5 2 0 1 2 0 5

20.0 0.0 60.0 20.0 0.0 100.0 40.0 0.0 20.0 40.0 0.0 100.0

10 4 13 18 5 50 7 5 5 28 5 50

20.0 8.0 26.0 36.0 10.0 100.0 14.0 10.0 10.0 56.0 10.0 100.0

15 3 34 44 8 104 6 3 21 66 8 104

14.4 2.9 32.7 42.3 7.7 100.0 5.8 2.9 20.2 63.5 7.7 100.0

12 9 34 49 11 115 8 3 15 75 14 115

10.4 7.8 29.6 42.6 9.6 100.0 7.0 2.6 13.0 65.2 12.2 100.0

10 7 41 53 10 121 4 3 24 79 11 121

8.3 5.8 33.9 43.8 8.3 100.0 3.3 2.5 19.8 65.3 9.1 100.0

11 9 41 43 10 114 6 1 21 73 13 114

9.6 7.9 36.0 37.7 8.8 100.0 5.3 0.9 18.4 64.0 11.4 100.0

4 3 37 81 45 170 0 4 24 84 58 170

2.4 1.8 21.8 47.6 26.5 100.0 0.0 2.4 14.1 49.4 34.1 100.0

1 0 7 7 4 19 1 0 3 10 5 19

5.3 0.0 36.8 36.8 21.1 100.0 5.3 0.0 15.8 52.6 26.3 100.0

市全体

性
別

男性

女性

その他、回答したくない

不明・無回答

年
齢
別

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

26 18 85 472 97 698 74 16 83 434 91 698

3.7 2.6 12.2 67.6 13.9 100.0 10.6 2.3 11.9 62.2 13.0 100.0

11 13 36 184 40 284 36 9 33 170 36 284

3.9 4.6 12.7 64.8 14.1 100.0 12.7 3.2 11.6 59.9 12.7 100.0

14 4 42 268 51 379 36 7 41 245 50 379

3.7 1.1 11.1 70.7 13.5 100.0 9.5 1.8 10.8 64.6 13.2 100.0

0 0 4 8 1 13 1 0 4 7 1 13

0.0 0.0 30.8 61.5 7.7 100.0 7.7 0.0 30.8 53.8 7.7 100.0

1 1 3 12 5 22 1 0 5 12 4 22

4.5 4.5 13.6 54.5 22.7 100.0 4.5 0.0 22.7 54.5 18.2 100.0

0 0 1 4 0 5 0 0 1 4 0 5

0.0 0.0 20.0 80.0 0.0 100.0 0.0 0.0 20.0 80.0 0.0 100.0

0 0 5 40 5 50 4 0 6 35 5 50

0.0 0.0 10.0 80.0 10.0 100.0 8.0 0.0 12.0 70.0 10.0 100.0

2 1 17 76 8 104 11 3 11 71 8 104

1.9 1.0 16.3 73.1 7.7 100.0 10.6 2.9 10.6 68.3 7.7 100.0

4 2 12 85 12 115 12 3 10 79 11 115

3.5 1.7 10.4 73.9 10.4 100.0 10.4 2.6 8.7 68.7 9.6 100.0

5 2 12 90 12 121 9 5 15 81 11 121

4.1 1.7 9.9 74.4 9.9 100.0 7.4 4.1 12.4 66.9 9.1 100.0

7 6 17 74 10 114 20 3 16 66 9 114

6.1 5.3 14.9 64.9 8.8 100.0 17.5 2.6 14.0 57.9 7.9 100.0

7 6 19 92 46 170 17 2 21 87 43 170

4.1 3.5 11.2 54.1 27.1 100.0 10.0 1.2 12.4 51.2 25.3 100.0

1 1 2 11 4 19 1 0 3 11 4 19

5.3 5.3 10.5 57.9 21.1 100.0 5.3 0.0 15.8 57.9 21.1 100.0

市全体

性
別

男性

女性

その他、回答したくない

不明・無回答

年
齢
別

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

40 16 79 467 96 698 138 36 93 334 97 698

5.7 2.3 11.3 66.9 13.8 100.0 19.8 5.2 13.3 47.9 13.9 100.0

14 10 36 184 40 284 54 18 49 126 37 284

4.9 3.5 12.7 64.8 14.1 100.0 19.0 6.3 17.3 44.4 13.0 100.0

23 5 38 262 51 379 76 16 39 194 54 379

6.1 1.3 10.0 69.1 13.5 100.0 20.1 4.2 10.3 51.2 14.2 100.0

0 1 2 9 1 13 2 2 2 6 1 13

0.0 7.7 15.4 69.2 7.7 100.0 15.4 15.4 15.4 46.2 7.7 100.0

3 0 3 12 4 22 6 0 3 8 5 22

13.6 0.0 13.6 54.5 18.2 100.0 27.3 0.0 13.6 36.4 22.7 100.0

0 0 1 4 0 5 1 0 1 3 0 5

0.0 0.0 20.0 80.0 0.0 100.0 20.0 0.0 20.0 60.0 0.0 100.0

0 0 6 38 6 50 6 2 6 31 5 50

0.0 0.0 12.0 76.0 12.0 100.0 12.0 4.0 12.0 62.0 10.0 100.0

1 2 12 81 8 104 19 7 13 57 8 104

1.0 1.9 11.5 77.9 7.7 100.0 18.3 6.7 12.5 54.8 7.7 100.0

5 1 12 86 11 115 19 5 13 67 11 115

4.3 0.9 10.4 74.8 9.6 100.0 16.5 4.3 11.3 58.3 9.6 100.0

8 2 14 86 11 121 27 3 20 61 10 121

6.6 1.7 11.6 71.1 9.1 100.0 22.3 2.5 16.5 50.4 8.3 100.0

9 5 12 79 9 114 36 5 11 53 9 114

7.9 4.4 10.5 69.3 7.9 100.0 31.6 4.4 9.6 46.5 7.9 100.0

15 6 20 82 47 170 26 14 27 54 49 170

8.8 3.5 11.8 48.2 27.6 100.0 15.3 8.2 15.9 31.8 28.8 100.0

2 0 2 11 4 19 4 0 2 8 5 19

10.5 0.0 10.5 57.9 21.1 100.0 21.1 0.0 10.5 42.1 26.3 100.0

市全体

性
別

男性

女性

その他、回答したくない

不明・無回答

年
齢
別

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答
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(9) 行政が作成した資料・広報・ＳＮＳ・ホームページなどを見た (10) テレビ番組や映画などを観た 

(11) 同和地区内の人との交流などを通じて、同和問題（部落差別）について

学んだ 

(12) その他 

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

53 48 104 388 105 698 212 70 113 207 96 698

7.6 6.9 14.9 55.6 15.0 100.0 30.4 10.0 16.2 29.7 13.8 100.0

25 33 42 146 38 284 85 36 47 79 37 284

8.8 11.6 14.8 51.4 13.4 100.0 29.9 12.7 16.5 27.8 13.0 100.0

26 12 56 224 61 379 121 32 59 115 52 379

6.9 3.2 14.8 59.1 16.1 100.0 31.9 8.4 15.6 30.3 13.7 100.0

1 1 3 7 1 13 1 2 2 6 2 13

7.7 7.7 23.1 53.8 7.7 100.0 7.7 15.4 15.4 46.2 15.4 100.0

1 2 3 11 5 22 5 0 5 7 5 22

4.5 9.1 13.6 50.0 22.7 100.0 22.7 0.0 22.7 31.8 22.7 100.0

0 0 1 4 0 5 1 0 2 2 0 5

0.0 0.0 20.0 80.0 0.0 100.0 20.0 0.0 40.0 40.0 0.0 100.0

2 1 6 35 6 50 15 3 5 22 5 50

4.0 2.0 12.0 70.0 12.0 100.0 30.0 6.0 10.0 44.0 10.0 100.0

10 3 16 66 9 104 29 12 16 39 8 104

9.6 2.9 15.4 63.5 8.7 100.0 27.9 11.5 15.4 37.5 7.7 100.0

7 10 14 73 11 115 42 9 18 34 12 115

6.1 8.7 12.2 63.5 9.6 100.0 36.5 7.8 15.7 29.6 10.4 100.0

8 6 21 75 11 121 39 11 16 43 12 121

6.6 5.0 17.4 62.0 9.1 100.0 32.2 9.1 13.2 35.5 9.9 100.0

14 15 17 60 8 114 46 11 18 28 11 114

12.3 13.2 14.9 52.6 7.0 100.0 40.4 9.6 15.8 24.6 9.6 100.0

11 12 27 65 55 170 36 24 35 32 43 170

6.5 7.1 15.9 38.2 32.4 100.0 21.2 14.1 20.6 18.8 25.3 100.0

1 1 2 10 5 19 4 0 3 7 5 19

5.3 5.3 10.5 52.6 26.3 100.0 21.1 0.0 15.8 36.8 26.3 100.0

市全体

性
別

男性

女性

その他、回答したくない

不明・無回答

年
齢
別

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

43 16 72 465 102 698 24 8 52 223 391 698

6.2 2.3 10.3 66.6 14.6 100.0 3.4 1.1 7.4 31.9 56.0 100.0

19 11 33 183 38 284 8 6 23 99 148 284

6.7 3.9 11.6 64.4 13.4 100.0 2.8 2.1 8.1 34.9 52.1 100.0

20 5 36 262 56 379 14 2 26 118 219 379

5.3 1.3 9.5 69.1 14.8 100.0 3.7 0.5 6.9 31.1 57.8 100.0

2 0 1 9 1 13 1 0 1 2 9 13

15.4 0.0 7.7 69.2 7.7 100.0 7.7 0.0 7.7 15.4 69.2 100.0

2 0 2 11 7 22 1 0 2 4 15 22

9.1 0.0 9.1 50.0 31.8 100.0 4.5 0.0 9.1 18.2 68.2 100.0

0 0 2 3 0 5 0 0 1 2 2 5

0.0 0.0 40.0 60.0 0.0 100.0 0.0 0.0 20.0 40.0 40.0 100.0

1 1 4 39 5 50 0 0 4 24 22 50

2.0 2.0 8.0 78.0 10.0 100.0 0.0 0.0 8.0 48.0 44.0 100.0

6 1 9 79 9 104 7 3 4 35 55 104

5.8 1.0 8.7 76.0 8.7 100.0 6.7 2.9 3.8 33.7 52.9 100.0

8 2 10 83 12 115 2 2 12 43 56 115

7.0 1.7 8.7 72.2 10.4 100.0 1.7 1.7 10.4 37.4 48.7 100.0

9 3 14 83 12 121 4 0 8 36 73 121

7.4 2.5 11.6 68.6 9.9 100.0 3.3 0.0 6.6 29.8 60.3 100.0

7 3 10 83 11 114 7 1 7 39 60 114

6.1 2.6 8.8 72.8 9.6 100.0 6.1 0.9 6.1 34.2 52.6 100.0

10 5 22 85 48 170 3 2 15 41 109 170

5.9 2.9 12.9 50.0 28.2 100.0 1.8 1.2 8.8 24.1 64.1 100.0

2 1 1 10 5 19 1 0 1 3 14 19

10.5 5.3 5.3 52.6 26.3 100.0 5.3 0.0 5.3 15.8 73.7 100.0

市全体

性
別

男性

女性

その他、回答したくない

不明・無回答

年
齢
別

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答
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職業別でみると、「学習したことがある」と答えた人の割合が最も高いのは、「自営業」「公務員、

教員」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では『(10)テレビ番組や映画などを観た』であり、
数値は各々46.0、35.0％、42.4％、38.9％、「民間正規雇用」では『(1)小学校での授業』で 47.2%と
なっている。なお、「公務員、教員」は『(1)小学校での授業』『(2)中学校での授業』が同率となって
いる。 
一方で「理解が深まった」と答えた人の割合が最も高いのは、すべての職業で『(10)テレビ番組

や映画などを観た』であり、数値は「自営業」34.0、「民間正規雇用」32.2％、「公務員、教員」25.0％、
「非正規雇用」29.5％、「家事専業、学生、無職」29.3％となっている。なお、「公務員、教員」は
『(1)小学校での授業』『(2)中学校での授業』が同率となっている。【表３－２－３】 

 
【表３－２－３ 職業別 人権問題に関する学習経験】 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 小学校での授業 (2) 中学校での授業 
 

(3) 高等学校での授業 (4) 大学・専門学校等での授業・講義 

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

149 66 221 181 81 698 115 50 251 198 84 698

21.3 9.5 31.7 25.9 11.6 100.0 16.5 7.2 36.0 28.4 12.0 100.0

24 9 36 21 10 100 25 5 39 22 9 100

24.0 9.0 36.0 21.0 10.0 100.0 25.0 5.0 39.0 22.0 9.0 100.0

53 32 52 29 14 180 30 21 69 44 16 180

29.4 17.8 28.9 16.1 7.8 100.0 16.7 11.7 38.3 24.4 8.9 100.0

5 2 9 1 3 20 5 2 9 1 3 20

25.0 10.0 45.0 5.0 15.0 100.0 25.0 10.0 45.0 5.0 15.0 100.0

36 12 42 39 10 139 29 11 48 40 11 139

25.9 8.6 30.2 28.1 7.2 100.0 20.9 7.9 34.5 28.8 7.9 100.0

28 10 76 86 39 239 24 11 79 85 40 239

11.7 4.2 31.8 36.0 16.3 100.0 10.0 4.6 33.1 35.6 16.7 100.0

3 1 6 5 5 20 2 0 7 6 5 20

15.0 5.0 30.0 25.0 25.0 100.0 10.0 0.0 35.0 30.0 25.0 100.0

非正規雇用

家事専業、学生、無職

不明・無回答

市全体

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

64 35 210 296 93 698 34 19 114 417 114 698

9.2 5.0 30.1 42.4 13.3 100.0 4.9 2.7 16.3 59.7 16.3 100.0

11 4 32 42 11 100 4 2 22 60 12 100

11.0 4.0 32.0 42.0 11.0 100.0 4.0 2.0 22.0 60.0 12.0 100.0

20 13 45 84 18 180 13 10 24 113 20 180

11.1 7.2 25.0 46.7 10.0 100.0 7.2 5.6 13.3 62.8 11.1 100.0

4 1 9 3 3 20 3 1 6 7 3 20

20.0 5.0 45.0 15.0 15.0 100.0 15.0 5.0 30.0 35.0 15.0 100.0

11 10 50 56 12 139 6 4 21 92 16 139

7.9 7.2 36.0 40.3 8.6 100.0 4.3 2.9 15.1 66.2 11.5 100.0

16 7 68 104 44 239 7 2 38 134 58 239

6.7 2.9 28.5 43.5 18.4 100.0 2.9 0.8 15.9 56.1 24.3 100.0

2 0 6 7 5 20 1 0 3 11 5 20

10.0 0.0 30.0 35.0 25.0 100.0 5.0 0.0 15.0 55.0 25.0 100.0

市全体

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

不明・無回答



 
 

94

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5) 行政主催の講座・講演会・研修会 (6) 職場の研修 

(7) 企業や民間団体（PTAを含む）主催の講座・講演会・研修会 (8) 書籍などを読んだ 

(9) 行政が作成した資料・広報・ＳＮＳ・ホームページなどを見た (10) テレビ番組や映画などを観た 

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

40 16 79 467 96 698 138 36 93 334 97 698

5.7 2.3 11.3 66.9 13.8 100.0 19.8 5.2 13.3 47.9 13.9 100.0

5 1 16 68 10 100 23 4 15 47 11 100

5.0 1.0 16.0 68.0 10.0 100.0 23.0 4.0 15.0 47.0 11.0 100.0

3 5 11 144 17 180 37 12 16 97 18 180

1.7 2.8 6.1 80.0 9.4 100.0 20.6 6.7 8.9 53.9 10.0 100.0

1 0 3 13 3 20 4 0 3 10 3 20

5.0 0.0 15.0 65.0 15.0 100.0 20.0 0.0 15.0 50.0 15.0 100.0

9 3 18 93 16 139 29 7 22 68 13 139

6.5 2.2 12.9 66.9 11.5 100.0 20.9 5.0 15.8 48.9 9.4 100.0

20 7 29 138 45 239 42 13 35 102 47 239

8.4 2.9 12.1 57.7 18.8 100.0 17.6 5.4 14.6 42.7 19.7 100.0

2 0 2 11 5 20 3 0 2 10 5 20

10.0 0.0 10.0 55.0 25.0 100.0 15.0 0.0 10.0 50.0 25.0 100.0

市全体

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

53 48 104 388 105 698 212 70 113 207 96 698

7.6 6.9 14.9 55.6 15.0 100.0 30.4 10.0 16.2 29.7 13.8 100.0

9 4 18 53 16 100 34 12 12 31 11 100

9.0 4.0 18.0 53.0 16.0 100.0 34.0 12.0 12.0 31.0 11.0 100.0

11 16 21 115 17 180 58 15 23 66 18 180

6.1 8.9 11.7 63.9 9.4 100.0 32.2 8.3 12.8 36.7 10.0 100.0

2 2 3 10 3 20 5 2 3 7 3 20

10.0 10.0 15.0 50.0 15.0 100.0 25.0 10.0 15.0 35.0 15.0 100.0

12 10 23 79 15 139 41 18 23 42 15 139

8.6 7.2 16.5 56.8 10.8 100.0 29.5 12.9 16.5 30.2 10.8 100.0

18 15 37 120 49 239 70 23 49 54 43 239

7.5 6.3 15.5 50.2 20.5 100.0 29.3 9.6 20.5 22.6 18.0 100.0

1 1 2 11 5 20 4 0 3 7 6 20

5.0 5.0 10.0 55.0 25.0 100.0 20.0 0.0 15.0 35.0 30.0 100.0

市全体

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

26 18 85 472 97 698 74 16 83 434 91 698

3.7 2.6 12.2 67.6 13.9 100.0 10.6 2.3 11.9 62.2 13.0 100.0

5 2 17 66 10 100 6 0 15 69 10 100

5.0 2.0 17.0 66.0 10.0 100.0 6.0 0.0 15.0 69.0 10.0 100.0

3 4 14 142 17 180 19 6 14 124 17 180

1.7 2.2 7.8 78.9 9.4 100.0 10.6 3.3 7.8 68.9 9.4 100.0

3 0 3 11 3 20 9 0 2 6 3 20

15.0 0.0 15.0 55.0 15.0 100.0 45.0 0.0 10.0 30.0 15.0 100.0

6 3 21 93 16 139 16 5 17 88 13 139

4.3 2.2 15.1 66.9 11.5 100.0 11.5 3.6 12.2 63.3 9.4 100.0

8 8 28 149 46 239 22 5 32 137 43 239

3.3 3.3 11.7 62.3 19.2 100.0 9.2 2.1 13.4 57.3 18.0 100.0

1 1 2 11 5 20 2 0 3 10 5 20

5.0 5.0 10.0 55.0 25.0 100.0 10.0 0.0 15.0 50.0 25.0 100.0

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

不明・無回答

市全体

自営業
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学歴別でみると、「学習したことがある」と答えた人の割合が最も高いのは、すべての学歴で『(10)

テレビ番組や映画などを観た』であり、数値は「中学卒」23.4％、「高校卒」37.5％、「短大卒」46.1%、
「大学卒」48.1%となっている。 
一方で「理解が深まった」と答えた人の割合が最も高いのは、すべての学歴で『(10)テレビ番組

や映画などを観た』であり、数値は「中学卒」15.6％、「高校卒」25.5％、「短大卒」38.9%、「大学
卒」36.2%となっている。【表３－２－４】 
 

 
【表３－２－４ 学歴別 人権問題に関する学習経験】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(11) 同和地区内の人との交流などを通じて、同和問題（部落差別）について

学んだ 

(12) その他 

(1) 小学校での授業 (2) 中学校での授業 
 

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

43 16 72 465 102 698 24 8 52 223 391 698

6.2 2.3 10.3 66.6 14.6 100.0 3.4 1.1 7.4 31.9 56.0 100.0

6 3 10 68 13 100 4 1 6 25 64 100

6.0 3.0 10.0 68.0 13.0 100.0 4.0 1.0 6.0 25.0 64.0 100.0

10 4 12 137 17 180 4 4 11 70 91 180

5.6 2.2 6.7 76.1 9.4 100.0 2.2 2.2 6.1 38.9 50.6 100.0

1 0 2 14 3 20 2 0 2 8 8 20

5.0 0.0 10.0 70.0 15.0 100.0 10.0 0.0 10.0 40.0 40.0 100.0

11 3 16 93 16 139 7 2 11 41 78 139

7.9 2.2 11.5 66.9 11.5 100.0 5.0 1.4 7.9 29.5 56.1 100.0

12 6 31 144 46 239 6 1 21 75 136 239

5.0 2.5 13.0 60.3 19.2 100.0 2.5 0.4 8.8 31.4 56.9 100.0

3 0 1 9 7 20 1 0 1 4 14 20

15.0 0.0 5.0 45.0 35.0 100.0 5.0 0.0 5.0 20.0 70.0 100.0

市全体

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

149 66 221 181 81 698 115 50 251 198 84 698

21.3 9.5 31.7 25.9 11.6 100.0 16.5 7.2 36.0 28.4 12.0 100.0

4 5 13 29 13 64 3 5 13 28 15 64

6.3 7.8 20.3 45.3 20.3 100.0 4.7 7.8 20.3 43.8 23.4 100.0

39 19 83 79 31 251 35 15 94 77 30 251

15.5 7.6 33.1 31.5 12.4 100.0 13.9 6.0 37.5 30.7 12.0 100.0

50 23 51 26 17 167 35 14 63 37 18 167

29.9 13.8 30.5 15.6 10.2 100.0 21.0 8.4 37.7 22.2 10.8 100.0

51 18 67 37 12 185 38 15 73 46 13 185

27.6 9.7 36.2 20.0 6.5 100.0 20.5 8.1 39.5 24.9 7.0 100.0

2 0 1 5 3 11 2 1 1 4 3 11

18.2 0.0 9.1 45.5 27.3 100.0 18.2 9.1 9.1 36.4 27.3 100.0

3 1 6 5 5 20 2 0 7 6 5 20

15.0 5.0 30.0 25.0 25.0 100.0 10.0 0.0 35.0 30.0 25.0 100.0
不明・無回答

市全体

1.中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

2.高等学校、中学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制中等学校

3.短期大学・高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校

4.大学、大学院

5.その他
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(3) 高等学校での授業 (4) 大学・専門学校等での授業・講
義 

(5) 行政主催の講座・講演会・研修会 (6) 職場の研修 

(7) 企業や民間団体（PTAを含む）主催の講座・講演会・研修会 (8) 書籍などを読んだ 

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

64 35 210 296 93 698 34 19 114 417 114 698

9.2 5.0 30.1 42.4 13.3 100.0 4.9 2.7 16.3 59.7 16.3 100.0

0 2 10 32 20 64 0 1 6 35 22 64

0.0 3.1 15.6 50.0 31.3 100.0 0.0 1.6 9.4 54.7 34.4 100.0

22 13 78 106 32 251 6 3 35 158 49 251

8.8 5.2 31.1 42.2 12.7 100.0 2.4 1.2 13.9 62.9 19.5 100.0

12 9 58 69 19 167 8 3 34 102 20 167

7.2 5.4 34.7 41.3 11.4 100.0 4.8 1.8 20.4 61.1 12.0 100.0

27 11 57 77 13 185 19 11 36 105 14 185

14.6 5.9 30.8 41.6 7.0 100.0 10.3 5.9 19.5 56.8 7.6 100.0

1 0 1 5 4 11 0 1 0 6 4 11

9.1 0.0 9.1 45.5 36.4 100.0 0.0 9.1 0.0 54.5 36.4 100.0

2 0 6 7 5 20 1 0 3 11 5 20

10.0 0.0 30.0 35.0 25.0 100.0 5.0 0.0 15.0 55.0 25.0 100.0

市全体

1.中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

2.高等学校、中学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制中等学校

3.短期大学・高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校

4.大学、大学院

5.その他

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

26 18 85 472 97 698 74 16 83 434 91 698

3.7 2.6 12.2 67.6 13.9 100.0 10.6 2.3 11.9 62.2 13.0 100.0

1 1 6 38 18 64 5 0 6 37 16 64

1.6 1.6 9.4 59.4 28.1 100.0 7.8 0.0 9.4 57.8 25.0 100.0

14 6 37 158 36 251 24 4 38 153 32 251

5.6 2.4 14.7 62.9 14.3 100.0 9.6 1.6 15.1 61.0 12.7 100.0

5 3 17 123 19 167 12 5 18 111 21 167

3.0 1.8 10.2 73.7 11.4 100.0 7.2 3.0 10.8 66.5 12.6 100.0

5 6 23 135 16 185 29 7 18 116 15 185

2.7 3.2 12.4 73.0 8.6 100.0 15.7 3.8 9.7 62.7 8.1 100.0

0 1 0 7 3 11 2 0 0 7 2 11

0.0 9.1 0.0 63.6 27.3 100.0 18.2 0.0 0.0 63.6 18.2 100.0

1 1 2 11 5 20 2 0 3 10 5 20

5.0 5.0 10.0 55.0 25.0 100.0 10.0 0.0 15.0 50.0 25.0 100.0

市全体

1.中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

2.高等学校、中学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制中等学校

3.短期大学・高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校

4.大学、大学院

5.その他

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

40 16 79 467 96 698 138 36 93 334 97 698

5.7 2.3 11.3 66.9 13.8 100.0 19.8 5.2 13.3 47.9 13.9 100.0

3 0 7 37 17 64 2 2 11 32 17 64

4.7 0.0 10.9 57.8 26.6 100.0 3.1 3.1 17.2 50.0 26.6 100.0

23 8 37 148 35 251 42 14 40 120 35 251

9.2 3.2 14.7 59.0 13.9 100.0 16.7 5.6 15.9 47.8 13.9 100.0

4 1 15 127 20 167 39 7 17 84 20 167

2.4 0.6 9.0 76.0 12.0 100.0 23.4 4.2 10.2 50.3 12.0 100.0

8 6 18 137 16 185 51 12 22 83 17 185

4.3 3.2 9.7 74.1 8.6 100.0 27.6 6.5 11.9 44.9 9.2 100.0

0 1 0 7 3 11 1 1 1 5 3 11

0.0 9.1 0.0 63.6 27.3 100.0 9.1 9.1 9.1 45.5 27.3 100.0

2 0 2 11 5 20 3 0 2 10 5 20

10.0 0.0 10.0 55.0 25.0 100.0 15.0 0.0 10.0 50.0 25.0 100.0

市全体

1.中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

2.高等学校、中学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制中等学校

3.短期大学・高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校

4.大学、大学院

5.その他

不明・無回答
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(9) 行政が作成した資料・広報・ＳＮＳ・ホームページなどを見た (10) テレビ番組や映画などを観た 

(11) 同和地区内の人との交流などを通じて、同和問題（部落差別）について学んだ (12) その他 

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

53 48 104 388 105 698 212 70 113 207 96 698

7.6 6.9 14.9 55.6 15.0 100.0 30.4 10.0 16.2 29.7 13.8 100.0

3 3 4 35 19 64 10 5 13 21 15 64

4.7 4.7 6.3 54.7 29.7 100.0 15.6 7.8 20.3 32.8 23.4 100.0

20 22 41 128 40 251 64 30 49 69 39 251

8.0 8.8 16.3 51.0 15.9 100.0 25.5 12.0 19.5 27.5 15.5 100.0

9 6 29 102 21 167 65 12 23 47 20 167

5.4 3.6 17.4 61.1 12.6 100.0 38.9 7.2 13.8 28.1 12.0 100.0

19 16 27 106 17 185 67 22 25 57 14 185

10.3 8.6 14.6 57.3 9.2 100.0 36.2 11.9 13.5 30.8 7.6 100.0

1 0 1 6 3 11 2 1 0 6 2 11

9.1 0.0 9.1 54.5 27.3 100.0 18.2 9.1 0.0 54.5 18.2 100.0

1 1 2 11 5 20 4 0 3 7 6 20

5.0 5.0 10.0 55.0 25.0 100.0 20.0 0.0 15.0 35.0 30.0 100.0

市全体

1.中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

2.高等学校、中学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制中等学校

3.短期大学・高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校

4.大学、大学院

5.その他

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

理
解
が
深

ま

っ
た

理
解
が
深
ま

ら
な
か

っ
た

お
ぼ
え
て
い

な
い

学
習
し
た
こ

と
は
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

43 16 72 465 102 698 24 8 52 223 391 698

6.2 2.3 10.3 66.6 14.6 100.0 3.4 1.1 7.4 31.9 56.0 100.0

4 1 5 37 17 64 1 0 3 16 44 64

6.3 1.6 7.8 57.8 26.6 100.0 1.6 0.0 4.7 25.0 68.8 100.0

21 9 33 151 37 251 7 3 21 75 145 251

8.4 3.6 13.1 60.2 14.7 100.0 2.8 1.2 8.4 29.9 57.8 100.0

6 0 14 125 22 167 10 2 12 57 86 167

3.6 0.0 8.4 74.9 13.2 100.0 6.0 1.2 7.2 34.1 51.5 100.0

8 6 18 137 16 185 5 2 14 67 97 185

4.3 3.2 9.7 74.1 8.6 100.0 2.7 1.1 7.6 36.2 52.4 100.0

1 0 1 6 3 11 0 1 1 4 5 11

9.1 0.0 9.1 54.5 27.3 100.0 0.0 9.1 9.1 36.4 45.5 100.0

3 0 1 9 7 20 1 0 1 4 14 20

15.0 0.0 5.0 45.0 35.0 100.0 5.0 0.0 5.0 20.0 70.0 100.0

4.大学、大学院

5.その他

不明・無回答

市全体

1.中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

2.高等学校、中学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制中等学校

3.短期大学・高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校
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３－３．同和問題（部落差別）に関する差別意識や偏見に関する現状 

（１）同和問題（部落差別）に関する差別意識の現状 

 
問９ あなたは、大阪市において、同和問題（部落差別）に関する差別意識や偏見が、現

在も残っていると思いますか。（○は1つ）                                    

【 問７にて「同和問題（部落差別）について、知らない」と回答された方以外が対象 】 

 
【表３－３－１－１ 同和問題（部落差別）に関する差別意識の現状】 

 
 

【図３－３－１ 同和問題（部落差別）に関する差別意識の現状】 

 
 

 

 
同和問題（部落差別）に関する差別意識や偏見について尋ねたところ、「現在も残っている」と答

えた人の割合が 32.2%と最も高く、次いで「わからない」が 31.9%、「弱まりつつある」が 25.4%
となっている。 

 
  

（上段：人、下段：%）

現
在
も
残

っ
て

い
る

弱
ま
り
つ
つ
あ

る も
は
や
残

っ
て

い
な
い

わ
か
ら
な
い

不
明
・
無
回
答

合
計

225 177 52 223 21 698

32.2 25.4 7.4 31.9 3.0 100.0
市全体

32.2 25.4 7.4 31.9 3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在も残っている 弱まりつつある もはや残っていない わからない 不明・無回答
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性別でみると、男性では「現在も残っている」が 32.7%と最も高く、次いで「弱まりつつある」
が 27.8％、「わからない」が 27.1%となっている。 
女性では「わからない」が 35.6%と最も高く、次いで「現在も残っている」が 33.0%、「弱まりつ

つある」が 23.5％となっている。 
 
年齢別でみると、答えた人の割合が最も高いのは、10歳代では「現在も残っている」と「わから

ない」で、ともに 40.0%、20 歳代、60 歳代、70 歳以上では「わからない」であり、数値は各々
38.0%、37.7%、36.5%となっており、30歳代、40歳代、50歳代では「現在も残っている」であり、
数値は各々37.5%、38.3%、38.0%となっている。【表３－３－１－２】 

 
【表３－３－１－２ 性別・年齢別 同和問題（部落差別）に関する差別意識の現状】 

 
 

  

（上段：人、下段：MA%）

現
在
も
残

っ
て

い
る

弱
ま
り
つ
つ
あ

る も
は
や
残

っ
て

い
な
い

わ
か
ら
な
い

不
明
・
無
回
答

合
計

225 177 52 223 21 698

32.2 25.4 7.4 31.9 3.0 100.0

93 79 29 77 6 284

32.7 27.8 10.2 27.1 2.1 100.0

125 89 22 135 8 379

33.0 23.5 5.8 35.6 2.1 100.0

2 4 0 5 2 13

15.4 30.8 0.0 38.5 15.4 100.0

5 5 1 6 5 22

22.7 22.7 4.5 27.3 22.7 100.0

2 1 0 2 0 5

40.0 20.0 0.0 40.0 0.0 100.0

18 9 2 19 2 50

36.0 18.0 4.0 38.0 4.0 100.0

39 24 7 34 0 104

37.5 23.1 6.7 32.7 0.0 100.0

44 36 7 28 0 115

38.3 31.3 6.1 24.3 0.0 100.0

46 31 11 32 1 121

38.0 25.6 9.1 26.4 0.8 100.0

29 31 9 43 2 114

25.4 27.2 7.9 37.7 1.8 100.0

42 40 15 62 11 170

24.7 23.5 8.8 36.5 6.5 100.0

5 5 1 3 5 19

26.3 26.3 5.3 15.8 26.3 100.0

市全体

性
別

男性

女性

その他、回答したくない

不明・無回答

年
齢
別

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答
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職業別でみると、答えた人の割合が最も高いのは、「自営業」「民間正規雇用」「公務員、教員」で

は「現在も残っている」であり、数値は各々36.0%、37.2%、45.0%となっており、「非正規雇用」
「家事専業、学生、無職」では「わからない」であり、各々36.0%、41.0%となっている。 
【表３－３－１－３】 

 
【表３－３－１－３ 職業別 同和問題（部落差別）に関する差別意識の現状】 

 
 
学歴別でみると、答えた人の割合が最も高いのは、「中学卒」「高校卒」では「わからない」であ

り、数値は各々39.1%、34.7%となっており、「短大卒」「大学卒」では「現在も残っている」であり、
各々34.1%、36.8%となっている。【表３－３－１－４】 

 
【表３－３－１－４ 学歴別 同和問題（部落差別）に関する差別意識の現状】 

（上段：人、下段：MA%）

現
在
も
残

っ
て

い
る

弱
ま
り
つ
つ
あ

る も
は
や
残

っ
て

い
な
い

わ
か
ら
な
い

不
明
・
無
回
答

合
計

225 177 52 223 21 698

32.2 25.4 7.4 31.9 3.0 100.0

36 35 10 18 1 100

36.0 35.0 10.0 18.0 1.0 100.0

67 49 16 48 0 180

37.2 27.2 8.9 26.7 0.0 100.0

9 4 1 5 1 20

45.0 20.0 5.0 25.0 5.0 100.0

49 33 7 50 0 139

35.3 23.7 5.0 36.0 0.0 100.0

58 53 16 98 14 239

24.3 22.2 6.7 41.0 5.9 100.0

6 3 2 4 5 20

30.0 15.0 10.0 20.0 25.0 100.0

市全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

不明・無回答

（上段：人、下段：MA%）

現
在
も
残

っ
て

い
る

弱
ま
り
つ
つ
あ

る も
は
や
残

っ
て

い
な
い

わ
か
ら
な
い

不
明
・
無
回
答

合
計

225 177 52 223 21 698

32.2 25.4 7.4 31.9 3.0 100.0

8 17 8 25 6 64

12.5 26.6 12.5 39.1 9.4 100

83 54 22 87 5 251

33.1 21.5 8.8 34.7 2.0 100

57 49 10 50 1 167

34.1 29.3 6.0 29.9 0.6 100

68 51 10 53 3 185

36.8 27.6 5.4 28.6 1.6 100

4 3 0 4 0 11

36.4 27.3 0.0 36.4 0.0 100

5 3 2 4 6 20

25.0 15.0 10.0 20.0 30.0 100

市全体

学
歴
別

1.中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

2.高等学校、中学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制中等学校

3.短期大学・高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校

4.大学、大学院

5.その他

不明・無回答
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(２) 同和問題（部落差別）にかかわる考え方 

 
問９-１ 次の項目に掲げる同和問題（部落差別）にかかわる考え方について、あなたはどう思わ

れますか。次の（１）～（11）の項目についてそれぞれお答えください。（それぞれ１つに

○） 

【 問７にて「同和問題（部落差別）について、知らない」と回答された方以外が対象 】 

 
【表３－３－２－１ 同和問題（部落差別）にかかわる考え方】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（上段：人、下段：%）
そ
う
思
う

そ
う
は
思
わ
な

い わ
か
ら
な
い

不
明
・

無
回
答

合
計

190 271 224 13 698

27.2 38.8 32.1 1.9 100.0

103 338 245 12 698

14.8 48.4 35.1 1.7 100.0

292 106 287 13 698

41.8 15.2 41.1 1.9 100.0

45 245 396 12 698

6.4 35.1 56.7 1.7 100.0

155 127 403 13 698

22.2 18.2 57.7 1.9 100.0

268 152 263 15 698

38.4 21.8 37.7 2.1 100.0

315 87 280 16 698

45.1 12.5 40.1 2.3 100.0

195 85 405 13 698

27.9 12.2 58.0 1.9 100.0

164 92 425 17 698

23.5 13.2 60.9 2.4 100.0

162 210 312 14 698

23.2 30.1 44.7 2.0 100.0

103 126 454 15 698

14.8 18.1 65.0 2.1 100.0

(7)
「部落差別の解消の推進に関する法律」の目的や内容についての社
会全体の認知度は十分とは言えない

(8) 同和地区の人は、現在も行政から優遇されている

(9)
同和問題（部落差別）を口実に不当な利益などを要求する、いわゆる

「えせ同和行為」などを見聞きすることがある

(10)
自分の身近な人が話している内容は、同和問題（部落差別）が現在も

残っているとの印象を受ける

(11)
同和地区に住む友人や知人との交流を通じて、同和問題（部落差別）

が現在も残っているとの印象を受ける

(4) 同和地区の人は、現在も生活困難な状況にある

(5)
同和問題（部落差別）に関してこれまで行われてきた教育や啓発の手
法では、限界がある

(6)
同和問題（部落差別）に関する昔からの偏見や差別意識をそのまま

受け入れてしまう人々が多い

(1)
結婚等や住居の移転などに際して、同和地区やその出身者と関わる

ことにより、自らも差別されるかもしれないとのおそれがある

(2) 部落差別を助長するような情報がはんらんしている

(3)
同和問題（部落差別）の解決への取組みについての社会全体の理解

は十分とは言えない



 
 

102 

 
 

【図３－３－２ 同和問題（部落差別）にかかわる考え方】 

 
 
 
 

 
同和問題（部落差別）にかかわる考え方について尋ねたところ、「そう思う」と答えた人の割合は、

『(7)「部落差別の解消の推進に関する法律」の目的や内容についての社会全体の認知度は十分とは
言えない』が 45.1%と最も高く、次いで『(3)同和問題（部落差別）の解決への取組みについての社
会全体の理解は十分とは言えない』が 41.8%、『(8)同和地区の人は、現在も行政から優遇されてい
る』が 27.9%となっている。 
一方で、「そう思う」と答えた人の割合が最も低いのは、『(4) 同和地区の人は、現在も生活困難

な状況にある』で 6.4%、次いで『(2)部落差別を助長するような情報がはんらんしている』と『(11)
同和地区に住む友人や知人との交流を通じて、同和問題（部落差別）が現在も残っているとの印象

を受ける』がともに 14.8%となっている。 
 

(1)

(2)部落差別を助長するような情報がはんらんしている

(3)

(4)同和地区の人は、現在も生活困難な状況にある

(5)

(6)

(7)

(8)同和地区の人は、現在も行政から優遇されている

(9)

(10)

(11)
自分の身近な人が話している内容は、同和問題（部

落差別）が現在も残っているとの印象を受ける

結婚等や住居の移転などに際して、同和地区やその
出身者と関わることにより、自らも差別されるかもしれ
ないとのおそれがある

同和問題（部落差別）の解決への取組みについての

社会全体の理解は十分とは言えない

同和問題（部落差別）に関してこれまで行われてきた

教育や啓発の手法では、限界がある

同和問題（部落差別）に関する昔からの偏見や差別
意識をそのまま受け入れてしまう人々が多い

「部落差別の解消の推進に関する法律」の目的や内

容についての社会全体の認知度は十分とは言えない

同和問題（部落差別）を口実に不当な利益などを要求
する、いわゆる「えせ同和行為」などを見聞きすること
がある

自分の身近な人が話している内容は、同和問題（部
落差別）が現在も残っているとの印象を受ける

27.2 

14.8 

41.8 

6.4 

22.2 

38.4 

45.1 

27.9 

23.5 

23.2 

14.8 

38.8 

48.4 

15.2 

35.1 

18.2 

21.8 

12.5 

12.2 

13.2 

30.1 

18.1 

32.1 

35.1 

41.1 

56.7 

57.7 

37.7 

40.1 

58.0 

60.9 

44.7 

65.0 

1.9 

1.7 

1.9 

1.7 

1.9 

2.1 

2.3 

1.9 

2.4 

2.0 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そうは思わない わからない 不明・無回答

同和地区に住む友人や知人との交流を通じて、同

和問題（部落差別）が現在も残っているとの印象

を受ける 
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性別でみると、「そう思う」と答えた人の割合が最も高いのは、男性では『(6)同和問題（部落差

別）に関する昔からの偏見や差別意識をそのまま受け入れてしまう人々が多い』と『(7)「部落差別
の解消の推進に関する法律」の目的や内容についての社会全体の認知度は十分とは言えない』であ

り、ともに 43.3%、次いで『(3)同和問題（部落差別）の解決への取組みについての社会全体の理解
は十分とは言えない』が 41.5％となっている。 
女性では『(7)「部落差別の解消の推進に関する法律」の目的や内容についての社会全体の認知度

は十分とは言えない』が 46.2%と最も高く、次いで『(3)同和問題（部落差別）の解決への取組みに
ついての社会全体の理解は十分とは言えない』が 42.0％、『(6)同和問題（部落差別）に関する昔か
らの偏見や差別意識をそのまま受け入れてしまう人々が多い』が 36.1%となっている。 
一方で、「そう思う」と答えた人の割合が最も低いのは、男性では『(4)同和地区の人は、現在も

生活困難な状況にある』で 4.9%、次いで『(11)同和地区に住む友人や知人との交流を通じて、同和
問題（部落差別）が現在も残っているとの印象を受ける』が 16.5％、『(2)部落差別を助長するよう
な情報がはんらんしている』が 18.3%となっている。 
女性では『(4)同和地区の人は、現在も生活困難な状況にある』が 7.7%と最も低く、次いで『(2)

部落差別を助長するような情報がはんらんしている』が 12.7％、『(11)同和地区に住む友人や知人と
の交流を通じて、同和問題（部落差別）が現在も残っているとの印象を受ける』が 14.2%となって
いる。 

 
年齢別にみると、「そう思う」と答えた人の割合が最も高いのは、10 歳代、30 歳代、40 歳代、

50歳代、60歳代では『(7)「部落差別の解消の推進に関する法律」の目的や内容についての社会全
体の認知度は十分とは言えない』であり、数値は各々100.0%、56.7%、55.7%、50.4%、39.5%とな
っている。20歳代、70歳以上では『(3)同和問題（部落差別）の解決への取組みについての社会全
体の理解は十分とは言えない』で数値は各々58.0%、27.6％となっている。 
一方で、「そう思う」と答えた人の割合が最も低いのは、10歳代では『(8)同和地区の人は、現在

も行政から優遇されている』『(9)同和問題（部落差別）を口実に不当な利益などを要求する、いわ
ゆる「えせ同和行為」などを見聞きすることがある』『(10)自分の身近な人が話している内容は、同
和問題（部落差別）が現在も残っているとの印象を受ける』『(11)同和地区に住む友人や知人との交
流を通じて、同和問題（部落差別）が現在も残っているとの印象を受ける』が同率で 20.0%、20歳
代では『(8)同和地区の人は、現在も行政から優遇されている』で 8.0%、30歳代、40歳代、50歳
代、60歳代では『(4)同和地区の人は、現在も生活困難な状況にある』であり、数値は各々10.6%、
8.7%、1.7%、3.5%、70歳以上が『(2)部落差別を助長するような情報がはんらんしている』で 3.5%
となっている。【表３－３－２－２】 
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【表３－３－２－２ 性別・年代別 同和問題（部落差別）にかかわる考え方】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 結婚等や住居の移転などに際して、同和地区やその出身者と関わること
により、自らも差別されるかもしれないとのおそれがある 

(2) 部落差別を助長するような情報がは
んらんしている 

 

(3) 同和問題（部落差別）の解決への取組みについての社会全体の理解は十
分とは言えない 

(4) 同和地区の人は、現在も生活困難な
状況にある 

(5) 同和問題（部落差別）に関してこれまで行われてきた教育や啓発の手法で
は、限界がある 

(6) 同和問題（部落差別）に関する昔から
の偏見や差別意識をそのまま受け入

れてしまう人々が多い 

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

190 271 224 13 698 103 338 245 12 698

27.2 38.8 32.1 1.9 100.0 14.8 48.4 35.1 1.7 100.0

73 130 78 3 284 52 145 85 2 284

25.7 45.8 27.5 1.1 100.0 18.3 51.1 29.9 0.7 100.0

110 129 135 5 379 48 180 146 5 379

29.0 34.0 35.6 1.3 100.0 12.7 47.5 38.5 1.3 100.0

4 4 4 1 13 2 4 6 1 13

30.8 30.8 30.8 7.7 100.0 15.4 30.8 46.2 7.7 100.0

3 8 7 4 22 1 9 8 4 22

13.6 36.4 31.8 18.2 100.0 4.5 40.9 36.4 18.2 100.0

3 1 1 0 5 2 1 2 0 5

60.0 20.0 20.0 0.0 100.0 40.0 20.0 40.0 0.0 100.0

18 24 8 0 50 14 16 20 0 50

36.0 48.0 16.0 0.0 100.0 28.0 32.0 40.0 0.0 100.0

31 42 31 0 104 19 48 37 0 104

29.8 40.4 29.8 0.0 100.0 18.3 46.2 35.6 0.0 100.0

43 45 27 0 115 29 53 33 0 115

37.4 39.1 23.5 0.0 100.0 25.2 46.1 28.7 0.0 100.0

41 44 36 0 121 18 68 35 0 121

33.9 36.4 29.8 0.0 100.0 14.9 56.2 28.9 0.0 100.0

26 41 45 2 114 14 59 40 1 114

22.8 36.0 39.5 1.8 100.0 12.3 51.8 35.1 0.9 100.0

26 69 69 6 170 6 85 73 6 170

15.3 40.6 40.6 3.5 100.0 3.5 50.0 42.9 3.5 100.0

2 5 7 5 19 1 8 5 5 19

10.5 26.3 36.8 26.3 100.0 5.3 42.1 26.3 26.3 100.0

市全体

性
別

男性

女性

その他、回答したくない

不明・無回答

年
齢
別

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

292 106 287 13 698 45 245 396 12 698

41.8 15.2 41.1 1.9 100.0 6.4 35.1 56.7 1.7 100.0

118 54 109 3 284 14 117 151 2 284

41.5 19.0 38.4 1.1 100.0 4.9 41.2 53.2 0.7 100.0

159 46 170 4 379 29 114 232 4 379

42.0 12.1 44.9 1.1 100.0 7.7 30.1 61.2 1.1 100.0

7 2 3 1 13 0 6 6 1 13

53.8 15.4 23.1 7.7 100.0 0.0 46.2 46.2 7.7 100.0

8 4 5 5 22 2 8 7 5 22

36.4 18.2 22.7 22.7 100.0 9.1 36.4 31.8 22.7 100.0

4 0 1 0 5 2 0 3 0 5

80.0 0.0 20.0 0.0 100.0 40.0 0.0 60.0 0.0 100.0

29 5 16 0 50 6 9 35 0 50

58.0 10.0 32.0 0.0 100.0 12.0 18.0 70.0 0.0 100.0

59 11 34 0 104 11 33 60 0 104

56.7 10.6 32.7 0.0 100.0 10.6 31.7 57.7 0.0 100.0

60 12 43 0 115 10 35 70 0 115

52.2 10.4 37.4 0.0 100.0 8.7 30.4 60.9 0.0 100.0

50 21 50 0 121 2 53 66 0 121

41.3 17.4 41.3 0.0 100.0 1.7 43.8 54.5 0.0 100.0

36 24 53 1 114 4 48 60 2 114

31.6 21.1 46.5 0.9 100.0 3.5 42.1 52.6 1.8 100.0

47 31 86 6 170 8 60 97 5 170

27.6 18.2 50.6 3.5 100.0 4.7 35.3 57.1 2.9 100.0

7 2 4 6 19 2 7 5 5 19

36.8 10.5 21.1 31.6 100.0 10.5 36.8 26.3 26.3 100.0

市全体

性
別

男性

女性

その他、回答したくない

不明・無回答

年
齢
別

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

155 127 403 13 698 268 152 263 15 698

22.2 18.2 57.7 1.9 100.0 38.4 21.8 37.7 2.1 100.0

70 63 149 2 284 123 61 98 2 284

24.6 22.2 52.5 0.7 100.0 43.3 21.5 34.5 0.7 100.0

78 58 238 5 379 137 81 154 7 379

20.6 15.3 62.8 1.3 100.0 36.1 21.4 40.6 1.8 100.0

2 4 6 1 13 5 3 4 1 13

15.4 30.8 46.2 7.7 100.0 38.5 23.1 30.8 7.7 100.0

5 2 10 5 22 3 7 7 5 22

22.7 9.1 45.5 22.7 100.0 13.6 31.8 31.8 22.7 100.0

3 0 2 0 5 3 1 1 0 5

60.0 0.0 40.0 0.0 100.0 60.0 20.0 20.0 0.0 100.0

19 10 21 0 50 25 13 12 0 50

38.0 20.0 42.0 0.0 100.0 50.0 26.0 24.0 0.0 100.0

33 16 55 0 104 50 21 33 0 104

31.7 15.4 52.9 0.0 100.0 48.1 20.2 31.7 0.0 100.0

28 28 59 0 115 57 21 37 0 115

24.3 24.3 51.3 0.0 100.0 49.6 18.3 32.2 0.0 100.0

25 26 70 0 121 45 34 42 0 121

20.7 21.5 57.9 0.0 100.0 37.2 28.1 34.7 0.0 100.0

25 19 68 2 114 40 24 48 2 114

21.9 16.7 59.6 1.8 100.0 35.1 21.1 42.1 1.8 100.0

18 25 121 6 170 45 32 85 8 170

10.6 14.7 71.2 3.5 100.0 26.5 18.8 50.0 4.7 100.0

4 3 7 5 19 3 6 5 5 19

21.1 15.8 36.8 26.3 100.0 15.8 31.6 26.3 26.3 100.0

市全体

性
別

男性

女性

その他、回答したくない

不明・無回答

年
齢
別

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答
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(7) 「部落差別の解消の推進に関する法律」の目的や内容についての社会
全体の認知度は十分とは言えない 

(8) 同和地区の人は、現在も行政から
優遇されている 

(9) 同和問題（部落差別）を口実に不当な利益などを要求する、いわゆる「え

せ同和行為」などを見聞きすることがある 

(10) 自分の身近な人が話している内

容は、同和問題（部落差別）が現

在も残っているとの印象を受ける 

(11)同和地区に住む友人や知人との交流を通じて、同和問題（部落差別）が

現在も残っているとの印象を受ける 

 

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

164 92 425 17 698 162 210 312 14 698

23.5 13.2 60.9 2.4 100.0 23.2 30.1 44.7 2.0 100.0

90 41 150 3 284 71 91 121 1 284

31.7 14.4 52.8 1.1 100.0 25.0 32.0 42.6 0.4 100.0

71 45 255 8 379 88 105 179 7 379

18.7 11.9 67.3 2.1 100.0 23.2 27.7 47.2 1.8 100.0

0 3 9 1 13 0 6 6 1 13

0.0 23.1 69.2 7.7 100.0 0.0 46.2 46.2 7.7 100.0

3 3 11 5 22 3 8 6 5 22

13.6 13.6 50.0 22.7 100.0 13.6 36.4 27.3 22.7 100.0

1 0 4 0 5 1 0 4 0 5

20.0 0.0 80.0 0.0 100.0 20.0 0.0 80.0 0.0 100.0

6 17 27 0 50 8 20 22 0 50

12.0 34.0 54.0 0.0 100.0 16.0 40.0 44.0 0.0 100.0

29 16 59 0 104 31 29 44 0 104

27.9 15.4 56.7 0.0 100.0 29.8 27.9 42.3 0.0 100.0

28 18 69 0 115 34 41 40 0 115

24.3 15.7 60.0 0.0 100.0 29.6 35.7 34.8 0.0 100.0

32 17 71 1 121 33 38 50 0 121

26.4 14.0 58.7 0.8 100.0 27.3 31.4 41.3 0.0 100.0

29 9 74 2 114 20 32 59 3 114

25.4 7.9 64.9 1.8 100.0 17.5 28.1 51.8 2.6 100.0

35 12 114 9 170 31 43 90 6 170

20.6 7.1 67.1 5.3 100.0 18.2 25.3 52.9 3.5 100.0

4 3 7 5 19 4 7 3 5 19

21.1 15.8 36.8 26.3 100.0 21.1 36.8 15.8 26.3 100.0

市全体

性
別

男性

女性

その他、回答したくない

不明・無回答

年
齢
別

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

（上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

103 126 454 15 698

14.8 18.1 65.0 2.1 100.0

47 62 173 2 284

16.5 21.8 60.9 0.7 100.0

54 55 262 8 379

14.2 14.5 69.1 2.1 100.0

1 3 8 1 13

7.7 23.1 61.5 7.7 100.0

1 6 11 4 22

4.5 27.3 50.0 18.2 100.0

1 1 3 0 5

20.0 20.0 60.0 0.0 100.0

7 15 28 0 50

14.0 30.0 56.0 0.0 100.0

19 19 66 0 104

18.3 18.3 63.5 0.0 100.0

17 21 77 0 115

14.8 18.3 67.0 0.0 100.0

24 21 76 0 121

19.8 17.4 62.8 0.0 100.0

11 20 81 2 114

9.6 17.5 71.1 1.8 100.0

23 23 115 9 170

13.5 13.5 67.6 5.3 100.0

1 6 8 4 19

5.3 31.6 42.1 21.1 100.0

市全体

性
別

男性

女性

その他、回答したくない

不明・無回答

年
齢
別

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

315 87 280 16 698 195 85 405 13 698

45.1 12.5 40.1 2.3 100.0 27.9 12.2 58.0 1.9 100.0

123 51 108 2 284 92 39 151 2 284

43.3 18.0 38.0 0.7 100.0 32.4 13.7 53.2 0.7 100.0

175 32 164 8 379 97 40 237 5 379

46.2 8.4 43.3 2.1 100.0 25.6 10.6 62.5 1.3 100.0

9 2 1 1 13 2 3 7 1 13

69.2 15.4 7.7 7.7 100.0 15.4 23.1 53.8 7.7 100.0

8 2 7 5 22 4 3 10 5 22

36.4 9.1 31.8 22.7 100.0 18.2 13.6 45.5 22.7 100.0

5 0 0 0 5 1 1 3 0 5

100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 20.0 20.0 60.0 0.0 100.0

27 11 12 0 50 4 12 34 0 50

54.0 22.0 24.0 0.0 100.0 8.0 24.0 68.0 0.0 100.0

59 8 37 0 104 27 11 66 0 104

56.7 7.7 35.6 0.0 100.0 26.0 10.6 63.5 0.0 100.0

64 12 38 1 115 31 12 72 0 115

55.7 10.4 33.0 0.9 100.0 27.0 10.4 62.6 0.0 100.0

61 18 42 0 121 43 13 65 0 121

50.4 14.9 34.7 0.0 100.0 35.5 10.7 53.7 0.0 100.0

45 12 55 2 114 37 11 64 2 114

39.5 10.5 48.2 1.8 100.0 32.5 9.6 56.1 1.8 100.0

46 24 92 8 170 47 23 94 6 170

27.1 14.1 54.1 4.7 100.0 27.6 13.5 55.3 3.5 100.0

8 2 4 5 19 5 2 7 5 19

42.1 10.5 21.1 26.3 100.0 26.3 10.5 36.8 26.3 100.0

市全体

性
別

男性

女性

その他、回答したくない

不明・無回答

年
齢
別

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答
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職業別でみると、「そう思う」と答えた人の割合が最も高いのは、「自営業」では『(3)同和問題（部
落差別）の解決への取組みについての社会全体の理解は十分とは言えない』で 52.0％、「民間正規
雇用」「公務員、教員」「非正規雇用」「家事専業、学生、無職」では『(7)「部落差別の解消の推進に
関する法律」の目的や内容についての社会全体の認知度は十分とは言えない』であり、数値は各々

53.9%、65.0%、54.0%、33.1%となっている。なお「公務員、教員」では『(6)同和問題（部落差別）
に関する昔からの偏見や差別意識をそのまま受け入れてしまう人々が多い』も同率となっている。 
一方で、「そう思う」と答えた人の割合が最も低いのは、すべてで『(4)同和地区の人は、現在も

生活困難な状況にある』であり、「自営業」9.0%、「民間正規雇用」6.1%、「公務員、教員」5.0%、
「非正規雇用」8.6%、「家事専業、学生、無職」4.2%となっている。【表３－３－２－３】 

 
【表３－３－２－３ 職業別 同和問題（部落差別）にかかわる考え方】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 結婚等や住居の移転などに際して、同和地区やその出身者と関わること
により、自らも差別されるかもしれないとのおそれがある 

(2) 部落差別を助長するような情報が
はんらんしている 

 

(3) 同和問題（部落差別）の解決への取組みについての社会全体の理解は十
分とは言えない 

(4) 同和地区の人は、現在も生活困難な
状況にある 

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

190 271 224 13 698 103 338 245 12 698

27.2 38.8 32.1 1.9 100.0 14.8 48.4 35.1 1.7 100.0

28 43 29 0 100 18 51 30 1 100

28.0 43.0 29.0 0.0 100.0 18.0 51.0 30.0 1.0 100.0

68 74 38 0 180 33 93 54 0 180

37.8 41.1 21.1 0.0 100.0 18.3 51.7 30.0 0.0 100.0

8 10 2 0 20 6 11 3 0 20

40.0 50.0 10.0 0.0 100.0 30.0 55.0 15.0 0.0 100.0

41 47 50 1 139 23 69 46 1 139

29.5 33.8 36.0 0.7 100.0 16.5 49.6 33.1 0.7 100.0

41 90 101 7 239 22 104 108 5 239

17.2 37.7 42.3 2.9 100.0 9.2 43.5 45.2 2.1 100.0

4 7 4 5 20 1 10 4 5 20

20.0 35.0 20.0 25.0 100.0 5.0 50.0 20.0 25.0 100.0

市全体

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

292 106 287 13 698 45 245 396 12 698

41.8 15.2 41.1 1.9 100.0 6.4 35.1 56.7 1.7 100.0

52 13 35 0 100 9 40 51 0 100

52.0 13.0 35.0 0.0 100.0 9.0 40.0 51.0 0.0 100.0

86 32 61 1 180 11 68 101 0 180

47.8 17.8 33.9 0.6 100.0 6.1 37.8 56.1 0.0 100.0

12 3 5 0 20 1 9 10 0 20

60.0 15.0 25.0 0.0 100.0 5.0 45.0 50.0 0.0 100.0

62 17 59 1 139 12 50 76 1 139

44.6 12.2 42.4 0.7 100.0 8.6 36.0 54.7 0.7 100.0

75 38 121 5 239 10 71 152 6 239

31.4 15.9 50.6 2.1 100.0 4.2 29.7 63.6 2.5 100.0

5 3 6 6 20 2 7 6 5 20

25.0 15.0 30.0 30.0 100.0 10.0 35.0 30.0 25.0 100.0

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

不明・無回答

市全体
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(5) 同和問題（部落差別）に関してこれまで行われてきた教育や啓発の手法
では、限界がある 

(6) 同和問題（部落差別）に関する昔か
らの偏見や差別意識をそのまま受
け入れてしまう人々が多い 

(7) 「部落差別の解消の推進に関する法律」の目的や内容についての社会全
体の認知度は十分とは言えない 

(8) 同和地区の人は、現在も行政から優
遇されている 

(9) 同和問題（部落差別）を口実に不当な利益などを要求する、いわゆる「え

せ同和行為」などを見聞きすることがある 

(10) 自分の身近な人が話している内容

は、同和問題（部落差別）が現在も

残っているとの印象を受ける 

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

155 127 403 13 698 268 152 263 15 698

22.2 18.2 57.7 1.9 100.0 38.4 21.8 37.7 2.1 100.0

22 24 54 0 100 40 29 30 1 100

22.0 24.0 54.0 0.0 100.0 40.0 29.0 30.0 1.0 100.0

45 47 88 0 180 85 40 55 0 180

25.0 26.1 48.9 0.0 100.0 47.2 22.2 30.6 0.0 100.0

6 6 8 0 20 13 3 4 0 20

30.0 30.0 40.0 0.0 100.0 65.0 15.0 20.0 0.0 100.0

37 20 81 1 139 62 34 42 1 139

26.6 14.4 58.3 0.7 100.0 44.6 24.5 30.2 0.7 100.0

41 28 163 7 239 65 42 124 8 239

17.2 11.7 68.2 2.9 100.0 27.2 17.6 51.9 3.3 100.0

4 2 9 5 20 3 4 8 5 20

20.0 10.0 45.0 25.0 100.0 15.0 20.0 40.0 25.0 100.0

市全体

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

315 87 280 16 698 195 85 405 13 698

45.1 12.5 40.1 2.3 100.0 27.9 12.2 58.0 1.9 100.0

44 16 39 1 100 38 13 48 1 100

44.0 16.0 39.0 1.0 100.0 38.0 13.0 48.0 1.0 100.0

97 28 55 0 180 56 23 101 0 180

53.9 15.6 30.6 0.0 100.0 31.1 12.8 56.1 0.0 100.0

13 0 7 0 20 3 5 12 0 20

65.0 0.0 35.0 0.0 100.0 15.0 25.0 60.0 0.0 100.0

75 12 51 1 139 29 15 94 1 139

54.0 8.6 36.7 0.7 100.0 20.9 10.8 67.6 0.7 100.0

79 29 122 9 239 64 27 142 6 239

33.1 12.1 51.0 3.8 100.0 26.8 11.3 59.4 2.5 100.0

7 2 6 5 20 5 2 8 5 20

35.0 10.0 30.0 25.0 100.0 25.0 10.0 40.0 25.0 100.0

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

不明・無回答

市全体

自営業

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

164 92 425 17 698 162 210 312 14 698

23.5 13.2 60.9 2.4 100.0 23.2 30.1 44.7 2.0 100.0

26 8 65 1 100 29 30 39 2 100

26.0 8.0 65.0 1.0 100.0 29.0 30.0 39.0 2.0 100.0

56 32 92 0 180 46 61 73 0 180

31.1 17.8 51.1 0.0 100.0 25.6 33.9 40.6 0.0 100.0

8 5 7 0 20 8 8 4 0 20

40.0 25.0 35.0 0.0 100.0 40.0 40.0 20.0 0.0 100.0

24 13 100 2 139 32 42 65 0 139

17.3 9.4 71.9 1.4 100.0 23.0 30.2 46.8 0.0 100.0

46 31 153 9 239 44 62 126 7 239

19.2 13.0 64.0 3.8 100.0 18.4 25.9 52.7 2.9 100.0

4 3 8 5 20 3 7 5 5 20

20.0 15.0 40.0 25.0 100.0 15.0 35.0 25.0 25.0 100.0

非正規雇用

家事専業、学生、無職

不明・無回答

市全体

自営業

民間正規雇用

公務員、教員
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学歴別でみると、「そう思う」と答えた人の割合が最も高いのは、「中学卒」では『(6)同和問題（部

落差別）に関する昔からの偏見や差別意識をそのまま受け入れてしまう人々が多い』と『(7)「部落
差別の解消の推進に関する法律」の目的や内容についての社会全体の認知度は十分とは言えない』

でともに 23.4%、「高校卒」では『(3)同和問題（部落差別）の解決への取組みについての社会全体
の理解は十分とは言えない』で 40.6%、「短大卒」「大学卒」では、『(7)「部落差別の解消の推進に
関する法律」の目的や内容についての社会全体の認知度は十分とは言えない』であり、数値は各々

52.7%、56.2%となっている。 
一方で、「そう思う」と答えた人の割合が最も低いのは、すべての学歴で『(4)同和地区の人は、

現在も生活困難な状況にある』であり、「中学卒」1.6%、「高校卒」5.2%、「短大卒」6.6%、「大学
卒」9.7%となっている。【表３－３－２－４】 

 
【表３－３－２－４ 学歴別 同和問題（部落差別）にかかわる考え方】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(11)同和地区に住む友人や知人との交流を通じて、同和問題（部落差別）が

現在も残っているとの印象を受ける 

 

(1) 結婚等や住居の移転などに際して、同和地区やその出身者と関わることにより、自
らも差別されるかもしれないとのおそれがある 

(2) 部落差別を助長するような情
報がはんらんしている 

 

（上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

103 126 454 15 698

14.8 18.1 65.0 2.1 100.0

20 15 63 2 100

20.0 15.0 63.0 2.0 100.0

26 44 110 0 180

14.4 24.4 61.1 0.0 100.0

5 5 10 0 20

25.0 25.0 50.0 0.0 100.0

19 21 98 1 139

13.7 15.1 70.5 0.7 100.0

31 36 164 8 239

13.0 15.1 68.6 3.3 100.0

2 5 9 4 20

10.0 25.0 45.0 20.0 100.0
不明・無回答

市全体

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

190 271 224 13 698 103 338 245 12 698

27.2 38.8 32.1 1.9 100.0 14.8 48.4 35.1 1.7 100.0

7 22 32 3 64 2 25 34 3 64

10.9 34.4 50.0 4.7 100.0 3.1 39.1 53.1 4.7 100.0

64 93 91 3 251 41 112 95 3 251

25.5 37.1 36.3 1.2 100.0 16.3 44.6 37.8 1.2 100.0

53 66 47 1 167 25 85 57 0 167

31.7 39.5 28.1 0.6 100.0 15.0 50.9 34.1 0.0 100.0

62 76 46 1 185 33 99 52 1 185

33.5 41.1 24.9 0.5 100.0 17.8 53.5 28.1 0.5 100.0

1 6 4 0 11 1 7 3 0 11

9.1 54.5 36.4 0.0 100.0 9.1 63.6 27.3 0.0 100.0

3 8 4 5 20 1 10 4 5 20

15.0 40.0 20.0 25.0 100.0 5.0 50.0 20.0 25.0 100.0
不明・無回答

市全体

1.中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

2.高等学校、中学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制中等学校

3.短期大学・高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校

4.大学、大学院

5.その他
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(5) 同和問題（部落差別）に関してこれまで行われてきた教育や啓発の手法では、限界
がある 

(6) 同和問題（部落差別）に関する
昔からの偏見や差別意識をそ

のまま受け入れてしまう人々が

多い 

(7) 「部落差別の解消の推進に関する法律」の目的や内容
についての社会全体の認知度は十分とは言えない 

(8) 同和地区の人は、現在も行政
から優遇されている 

(3) 同和問題（部落差別）の解決への取組みについての社会全体の理解は十分とは言
えない 

(4) 同和地区の人は、現在も生
活困難な状況にある 

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

292 106 287 13 698 45 245 396 12 698

41.8 15.2 41.1 1.9 100.0 6.4 35.1 56.7 1.7 100.0

12 13 36 3 64 1 18 42 3 64

18.8 20.3 56.3 4.7 100.0 1.6 28.1 65.6 4.7 100.0

102 33 114 2 251 13 94 141 3 251

40.6 13.1 45.4 0.8 100.0 5.2 37.5 56.2 1.2 100.0

72 26 69 0 167 11 53 103 0 167

43.1 15.6 41.3 0.0 100.0 6.6 31.7 61.7 0.0 100.0

97 29 57 2 185 18 69 97 1 185

52.4 15.7 30.8 1.1 100.0 9.7 37.3 52.4 0.5 100.0

4 1 6 0 11 0 4 7 0 11

36.4 9.1 54.5 0.0 100.0 0.0 36.4 63.6 0.0 100.0

5 4 5 6 20 2 7 6 5 20

25.0 20.0 25.0 30.0 100.0 10.0 35.0 30.0 25.0 100.0

市全体

1.中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

2.高等学校、中学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制中等学校

3.短期大学・高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校

4.大学、大学院

5.その他

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

155 127 403 13 698 268 152 263 15 698

22.2 18.2 57.7 1.9 100.0 38.4 21.8 37.7 2.1 100.0

8 11 41 4 64 15 12 34 3 64

12.5 17.2 64.1 6.3 100.0 23.4 18.8 53.1 4.7 100.0

52 31 165 3 251 93 51 102 5 251

20.7 12.4 65.7 1.2 100.0 37.1 20.3 40.6 2.0 100.0

35 34 98 0 167 64 41 61 1 167

21.0 20.4 58.7 0.0 100.0 38.3 24.6 36.5 0.6 100.0

54 47 83 1 185 90 40 54 1 185

29.2 25.4 44.9 0.5 100.0 48.6 21.6 29.2 0.5 100.0

2 1 8 0 11 3 3 5 0 11

18.2 9.1 72.7 0.0 100.0 27.3 27.3 45.5 0.0 100.0

4 3 8 5 20 3 5 7 5 20

20.0 15.0 40.0 25.0 100.0 15.0 25.0 35.0 25.0 100.0

市全体

1.中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

2.高等学校、中学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制中等学校

3.短期大学・高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校

4.大学、大学院

5.その他

不明・無回答

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

315 87 280 16 698 195 85 405 13 698

45.1 12.5 40.1 2.3 100.0 27.9 12.2 58.0 1.9 100.0

15 12 34 3 64 13 10 38 3 64

23.4 18.8 53.1 4.7 100.0 20.3 15.6 59.4 4.7 100.0

98 31 117 5 251 75 29 144 3 251

39.0 12.4 46.6 2.0 100.0 29.9 11.6 57.4 1.2 100.0

88 20 58 1 167 46 11 109 1 167

52.7 12.0 34.7 0.6 100.0 27.5 6.6 65.3 0.6 100.0

104 21 59 1 185 53 31 100 1 185

56.2 11.4 31.9 0.5 100.0 28.6 16.8 54.1 0.5 100.0

4 0 6 1 11 3 1 7 0 11

36.4 0.0 54.5 9.1 100.0 27.3 9.1 63.6 0.0 100.0

6 3 6 5 20 5 3 7 5 20

30.0 15.0 30.0 25.0 100.0 25.0 15.0 35.0 25.0 100.0

市全体

1.中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

2.高等学校、中学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制中等学校

3.短期大学・高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校

4.大学、大学院

5.その他

不明・無回答
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(9) 同和問題（部落差別）を口実に不当な利益などを要求する、いわゆる「えせ同和行

為」などを見聞きすることがある 

(10) 自分の身近な人が話している

内容は、同和問題（部落差別）

が現在も残っているとの印象を

受ける 

(11)同和地区に住む友人や知人との交流を通じて、同和問題（部落差別）が現在も残っ

ているとの印象を受ける 

 

（上段：人、下段：%） （上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

164 92 425 17 698 162 210 312 14 698

23.5 13.2 60.9 2.4 100.0 23.2 30.1 44.7 2.0 100.0

9 5 47 3 64 9 20 32 3 64

14.1 7.8 73.4 4.7 100.0 14.1 31.3 50.0 4.7 100.0

56 24 165 6 251 59 60 130 2 251

22.3 9.6 65.7 2.4 100.0 23.5 23.9 51.8 0.8 100.0

37 18 110 2 167 39 50 75 3 167

22.2 10.8 65.9 1.2 100.0 23.4 29.9 44.9 1.8 100.0

56 40 88 1 185 49 71 64 1 185

30.3 21.6 47.6 0.5 100.0 26.5 38.4 34.6 0.5 100.0

2 1 8 0 11 4 1 6 0 11

18.2 9.1 72.7 0.0 100.0 36.4 9.1 54.5 0.0 100.0

4 4 7 5 20 2 8 5 5 20

20.0 20.0 35.0 25.0 100.0 10.0 40.0 25.0 25.0 100.0

1.中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

2.高等学校、中学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制中等学校

3.短期大学・高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校

4.大学、大学院

5.その他

不明・無回答

市全体

（上段：人、下段：%）

そ
う
思
う

そ
う
は
思

わ
な
い

わ
か
ら
な

い 不
明
・

無
回
答

合
計

103 126 454 15 698

14.8 18.1 65.0 2.1 100.0

8 13 40 3 64

12.5 20.3 62.5 4.7 100.0

41 42 164 4 251

16.3 16.7 65.3 1.6 100.0

23 27 115 2 167

13.8 16.2 68.9 1.2 100.0

26 37 120 2 185

14.1 20.0 64.9 1.1 100.0

3 1 7 0 11

27.3 9.1 63.6 0.0 100.0

2 6 8 4 20

10.0 30.0 40.0 20.0 100.0

2.高等学校、中学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制中等学校

3.短期大学・高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校

4.大学、大学院

5.その他

市全体

1.中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

不明・無回答
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３－４．同和地区の人に対する就職・結婚時の現状イメージと展望 

 
問１０ 現在、就職や結婚等について、同和地区の人への差別は残っていると思いますか。  

また、それは、近い将来、なくすことができると思いますか。（それぞれ１つに○）       

【 問７にて「同和問題（部落差別）について、知らない」と回答された方以外が対象 】 

 
【表３－４―１ 同和地区の人に対する就職・結婚時の現状イメージ】 

 
【図３－４ 同和地区の人に対する就職・結婚時の現状イメージ】 

 
 
 

同和地区の人への差別は残っていると思うかについて尋ねたところ、就職については「わからな

い」の割合が最も高く 44.0%、次いで「現在も差別は残っているが、近い将来なくすことができる」
が 23.5%、「現在も差別は残っており、近い将来もなくすことが難しい」が 18.2%、となっている。 
結婚については「わからない」の割合が最も高く 44.1%、次いで「現在も差別は残っているが、

近い将来なくすことができる」が 23.5%、「現在も差別は残っており、近い将来もなくすことが難
しい」」が 22.3%となっている。 

 

就職について

結婚等について

18.2 

22.3 

23.5 

23.5 

12.5 

7.7 

44.0 

44.1 

1.9 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在も差別は残っており、近い将来もなくすことが難しい 現在も差別は残っているが、近い将来なくすことができる

現在すでに差別はなくなっている わからない

無回答

（上段：人、下段：MA%）

現
在
も
差
別
は
残

っ
て

お
り

、
近
い
将
来
も
な

く
す
こ
と
が
難
し
い

現
在
も
差
別
は
残

っ
て

い
る
が

、
近
い
将
来
な

く
す
こ
と
が
で
き
る

現
在
す
で
に
差
別
は
な

く
な

っ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

不
明
・
無
回
答

合
計

127 164 87 307 13 698

18.2 23.5 12.5 44.0 1.9 100.0

156 164 54 308 16 698

22.3 23.5 7.7 44.1 2.3 100.0

就職について

結婚等について
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性別でみると、就職について割合が最も高いのは男性、女性ともに「わからない」であり、数値

は各々37.7%、48.0%、次いで男性、女性ともに「現在も差別は残っているが、近い将来なくすこと
ができる」であり、数値は各々26.4%、23.0%となっている。 
結婚について割合が最も高いのは、男性では「わからない」で 39.4%、次いで「現在も差別は残

っており、近い将来もなくすことが難しい」で 26.1%となっている。女性で最も高いのは「わから
ない」で 46.7%、次いで「現在も差別は残っているが、近い将来なくすことができる」で 24.3%と
なっている。 

 
年齢別でみると、就職について割合が最も高いのは、すべての年代で「わからない」であり、10

歳代 40.0%、20歳代 46.0%、30歳代 48.1%、40歳代 36.5%、50歳代 39.7%、60歳代 46.5%、70
歳以上 48.2%となっている。なお、10歳代では「現在も差別は残っているが、近い将来なくすこと
ができる」も同率となっている。 
結婚について割合が最も高いのは、すべての年代で「わからない」であり、10歳 40.0%、20歳

代 50.0%、30歳代 44.2%、40歳代 33.9%、50歳代 44.6%、60歳代 43.9%、70歳以上 50.6%とな
っている。なお、10歳代では「現在も差別は残っており、近い将来もなくすことが難しい」も同率
となっている。【表３－４－２】 

 
【表３－４－２ 性別・年齢別 同和地区の人に対する就職・結婚時の現状イメージ】 

 

 
  

■就職について ■結婚について 
（上段：人、下段：%）

現
在
も
差
別
は
残

っ
て
お

り

、
近
い
将
来
も
な
く
す

こ
と
が
難
し
い

現
在
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差
別
は
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っ
て
い

る
が

、
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い
将
来
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す

こ
と
が
で
き
る

現
在
す
で
に
差
別
は
な
く

な

っ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

不
明
・
無
回
答

合
計

127 164 87 307 13 698

18.2 23.5 12.5 44.0 1.9 100.0

60 75 39 107 3 284

21.1 26.4 13.7 37.7 1.1 100.0

62 87 45 182 3 379

16.4 23.0 11.9 48.0 0.8 100.0

3 1 0 8 1 13

23.1 7.7 0.0 61.5 7.7 100.0

2 1 3 10 6 22

9.1 4.5 13.6 45.5 27.3 100.0

1 2 0 2 0 5

20.0 40.0 0.0 40.0 0.0 100.0

10 9 8 23 0 50

20.0 18.0 16.0 46.0 0.0 100.0

22 22 10 50 0 104

21.2 21.2 9.6 48.1 0.0 100.0

32 29 12 42 0 115

27.8 25.2 10.4 36.5 0.0 100.0

25 31 17 48 0 121

20.7 25.6 14.0 39.7 0.0 100.0

15 30 14 53 2 114

13.2 26.3 12.3 46.5 1.8 100.0

20 40 22 82 6 170

11.8 23.5 12.9 48.2 3.5 100.0

2 1 4 7 5 19

10.5 5.3 21.1 36.8 26.3 100.0

性
別

男性

女性

その他、回答したくない

不明・無回答

市全体

年
齢
別

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

（上段：人、下段：%）
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い
将
来
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な
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す
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が
難
し
い
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別
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て
い

る
が

、
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い
将
来
な
く
す

こ
と
が
で
き
る

現
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で
に
差
別
は
な
く

な

っ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

不
明
・
無
回
答

合
計

156 164 54 308 16 698

22.3 23.5 7.7 44.1 2.3 100.0

74 68 27 112 3 284

26.1 23.9 9.5 39.4 1.1 100.0

79 92 25 177 6 379

20.8 24.3 6.6 46.7 1.6 100.0

1 1 0 10 1 13

7.7 7.7 0.0 76.9 7.7 100.0

2 3 2 9 6 22

9.1 13.6 9.1 40.9 27.3 100.0

2 1 0 2 0 5

40.0 20.0 0.0 40.0 0.0 100.0

10 11 4 25 0 50

20.0 22.0 8.0 50.0 0.0 100.0

31 21 6 46 0 104

29.8 20.2 5.8 44.2 0.0 100.0

37 33 6 39 0 115

32.2 28.7 5.2 33.9 0.0 100.0

29 24 14 54 0 121

24.0 19.8 11.6 44.6 0.0 100.0

21 36 5 50 2 114

18.4 31.6 4.4 43.9 1.8 100.0

24 35 17 86 8 170

14.1 20.6 10.0 50.6 4.7 100.0

2 3 2 6 6 19

10.5 15.8 10.5 31.6 31.6 100.0

市全体

性
別

男性

女性

その他、回答したくない

不明・無回答

年
齢
別

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答
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職業別でみると、就職について割合が最も高いのは、すべての職業で、「わからない」であり、数

値は「自営業」39.0%、「民間正規雇用」40.6%、「公務員、教員」30.0%、「非正規雇用」44.6%、「家
事専業、学生、無職」50.2%となっている。 
結婚について割合が最も高いのは、「自営業」「民間正規雇用」非正規雇用」「家事専業、学生、無

職」で「わからない」であり、数値は各々38.0%、38.9%、47.5%、49.8%となっており、「公務員、
教員」では「現在も差別は残っており、近い将来もなくすことが難しい」で 40.0%となっている。
【表３－４－３】 

 
【表３－４－３ 職業別 同和地区の人に対する就職・結婚時の現状イメージ】 

 

 
 

学歴別でみると、就職について割合が最も高いのは、全ての学歴で「わからない」であり、数値

は「中学卒」43.8%、「高校卒」48.2%、「短大卒」47.3%、「大学卒」35.1%となっている。 
結婚について割合が最も高いのは、全ての学歴で「現在すでに差別はなくなっている」であり、

数値は「中学卒」53.1%、「高校卒」46.2%、「短大卒」46.1%、「大学卒」36.2%となっている。 
【表３－４－４】 

 
【表３－４－４ 学歴別 同和地区の人に対する就職・結婚時の現状イメージ】 

 

（上段：人、下段：MA%）
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無
回
答

合
計

127 164 87 307 13 698

18.2 23.5 12.5 44.0 1.9 100.0

19 32 10 39 0 100

19.0 32.0 10.0 39.0 0.0 100.0

37 42 28 73 0 180

20.6 23.3 15.6 40.6 0.0 100.0

4 5 5 6 0 20

20.0 25.0 25.0 30.0 0.0 100.0

33 33 11 62 0 139

23.7 23.7 7.9 44.6 0.0 100.0

31 52 28 120 8 239

13.0 21.8 11.7 50.2 3.3 100.0

3 0 5 7 5 20

15.0 0.0 25.0 35.0 25.0 100.0

市全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

不明・無回答

（上段：人、下段：MA%）

現
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も
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別
は
残

っ
て

お
り
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い
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無
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答

合
計

156 164 54 308 16 698

22.3 23.5 7.7 44.1 2.3 100.0

22 31 8 38 1 100

22.0 31.0 8.0 38.0 1.0 100.0

44 46 20 70 0 180

24.4 25.6 11.1 38.9 0.0 100.0

8 4 1 7 0 20

40.0 20.0 5.0 35.0 0.0 100.0

33 33 7 66 0 139

23.7 23.7 5.0 47.5 0.0 100.0

46 49 15 119 10 239

19.2 20.5 6.3 49.8 4.2 100.0

3 1 3 8 5 20

15.0 5.0 15.0 40.0 25.0 100.0

市全体

職
業
別

自営業

民間正規雇用

公務員、教員

非正規雇用

家事専業、学生、無職

不明・無回答

（上段：人、下段：MA%）
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127 164 87 307 13 698

18.2 23.5 12.5 44.0 1.9 100.0

10 13 9 28 4 64

15.6 20.3 14.1 43.8 6.3 100.0

43 61 24 121 2 251

17.1 24.3 9.6 48.2 0.8 100.0

35 35 17 79 1 167

21.0 21.0 10.2 47.3 0.6 100.0

35 52 32 65 1 185

18.9 28.1 17.3 35.1 0.5 100.0

2 2 0 7 0 11

18.2 18.2 0.0 63.6 0.0 100.0

2 1 5 7 5 20

10.0 5.0 25.0 35.0 25.0 100.0

市全体

1.中学校、旧制小学校、旧制高等小学校

2.高等学校、中学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制中等学校

3.短期大学・高等専門学校、高等学校卒業が入学資格の
　専修学校・各種学校、旧制高等学校、専門学校

4.大学、大学院

学
歴
別

5.その他

不明・無回答
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い

不
明
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無
回
答

合
計

156 164 54 308 16 698

22.3 23.5 7.7 44.1 2.3 100.0

9 13 3 34 5 64

14.1 20.3 4.7 53.1 7.8 100.0

59 51 22 116 3 251

23.5 20.3 8.8 46.2 1.2 100.0

39 37 12 77 2 167

23.4 22.2 7.2 46.1 1.2 100.0

45 58 14 67 1 185

24.3 31.4 7.6 36.2 0.5 100.0

2 3 0 6 0 11

18.2 27.3 0.0 54.5 0.0 100.0

2 2 3 8 5 20

10.0 10.0 15.0 40.0 25.0 100.0

■就職について ■結婚について 

■就職について ■結婚について 

  

  


